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ハ
五
〇)

に
、
労
働
者
階
級
が
立
っ
た
こ
と
の
な
い
弱
さ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
た
と
え
.ば

一
九
世
紀
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
型

労
働
者
像
は
未
だ
確
立
さ
れ
た 

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
0 

.

第
二
次
大
戦
後
、
四
半
f

に
な
ん
な
ん
と
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
幾
十
万
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
青
年
が
、
労
働
市
場
に
お
く
り
出
さ
れ
た
。
 

今
日
、
組
織
さ
れ
た
労
働
者
は
一
千
万
人
を
超
え
、

マ
ル
ク
ス
主
義
は
流
行
と
な
り
、『

資
本
論』

，は
長
期
的
な
ベ
ス
ト

*
セ
ラ
ー
と
な
り
、

そ 

の
こ
と
を
日
常
茶
飯
^
で
あ
り
、
当
然
と
し
て
誰
し
も
怪
ま
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

マ
ル
ク
ス
の
精
^
:
は
今
日
で
は
労
働
運
動
に
お
い 

て
は
死
滅
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

マ
ル
ク
ス
が
た
ん
な
る「

う
わ
べ
だ
け
の」

教
養
に
と
ど
ま
り
、
真
に
労
働
者
階
級
の
精
神
の
血
と
な
り
肉
と 

な
っ
て
い
な
い
か
ら
な
の
だ
。
知
識
が
思
想
の
糧
と
な
り
、
思
想
が
行
動
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
広
は
ん
な
普
及
は
、
理 

論
的
水
準
を
低
め
、
そ
れ
を
俗
悪
化
さ
せ
，る
の
で
あ
っ
て
、
た
ん
な
る
教fi

人
の
輩
出
は
、
む
し
ろ
労
働
運
動
に
目
的
意
識
を
鼓
吹
す
る
ど
こ
ろ 

か
、
逆
に
そ
れ
を
稀
薄
化
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
。

そ
れ
で
は
、
日
本
の
労
働
運
動
は
行
き
づ
ま
り
の
状
態
と
い
う
ほ
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
わ
い
て
く
る
。
企
業
別
組
合
に
か
ん 

す
る
限
り
、
そ
の
ょ
う
に
し
か
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
い
ま
や
資
本
の
自
由
化
に
と
も
な
う
固
際
独
占
資
本
の
圧
力
は
、
.わ
ガ
国 

の
労
働
運
動
が
企
業
別
組
合
を
も
っ
て
闘
う
こ
と
の
不
利
を
次
第
に
感
じ
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
を
も
っ
て
し
て
は
、
有
効
に
闘
い
え
な
い
段
階 

に
わ
れ
わ
れ
は
き
て
い
る
。
客
観
的
な
諸
条
件
は
、
労
働
組
合
の
産
業
別
再
編
成
を
不
可
欠
の
要
請
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
迫
っ
て
き
て
い
る
。
問 

題
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、
い
か
に
そ
の
主
体
的
条
件
を
確
立
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

I

一
九
六
八
.
四
ニ
四

I

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る

.
 

.

「

価
値」

•「

価
格」

と

「

地
代」

平

野

絢

子

㈠

.前
稿
で
ふ
れ
た
よ
う
に
古
典
的
理
解
に
よ
れ
ば
、

「

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
国
家
権
力
を
掌
握
し」

、

「

社
会
が
生
産
手
段
の
所
有
者
と
な
り
、
 

生
産
の
た
め
の
直
接
的
結
合
に
お
い
て
生
産
手
段
を
使
用
す
る
や
い
な
や
、
各
人
の
労
働
は
、
そ
の
特
殊
な
有
用
性
が
ど
ん
な
に
ち

が

っ
て
い
よ 

う
と
も
、
最
初
か
ら
直
接
的
に
社
会
的
，な
労
働
と
な
る
。
そ
の
ば
あ
い
に
は
、

一
生
産
物
に
ふ
く
ま
れ
る
社
会
的
労
働
の
量
は
、
ま
わ
り
道
を
し 

た
う
え
で
確
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い」

(

F 

•ヱ
ン
ゲ
ル
ス)

。「…
…

こ
こ
で
は
生
産
物
に
つ
い
や
さ
れ
た
労
働
は
、
こ
の
生
産
物
の
価
値
と
し 

て
も
、
す
な
わ
ち
こ
の
生
産
物
の
有
す
る
物
的
特
性
と
し
て
も

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
い
ま
や
資
本
主
義
社
会
と
は
反
対
に
、

個 

人
的
労
働
は
、
も
は
や
間
接
に
で
な
く
、
直
接
に
総
労
働
の
構
成
部
分
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る」

K
，
マ
ル
ク
ス)

と
ざ
れ
て
い
る 

こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

し
か
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
権
が
確
立
し
、
ソ
ビ
エ
ト

で
は
基
本
的
生
産
手
段
を
社

会

化
し
て
も(

土
地
国
有
化
一
九
一
七
年
、
驻
幹
產
業
一
九
一
八
年)

、
 

周
知
の
如
く
私
的
資
本
主
義
的
所
有
の
企
業
、
又
小
農
民
的
経
営
が
広
沉
に
残
存
し
た
。：
ネ
ッ
プ
の
採
用
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
代
前
半
か
ら
、
集 

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る「

価
値」

.「

価
格」

と「

地
代」

㈡ 

一
一
主(J 、

五
一)
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四
-

謹

ニ
 >

団
化
が
す
す
め
ら
れ
第
'一
次
芄
ヵ
申
ぽ
_
が
.め
っ
て
社
会
虫
義
的
苒
生
罾
| 4

胄
が
確
立
す
る
時
期
ま
で
は
、
先

に

か

：，か

げ

，
た
：
古

典

的

命

題

,'
*

倾
 

値

•
価
格
の
消
滅
に
つ
い
て
社
会
主
義
.経
済

の

〃
一
般
的
規
定
"
が
理
論
酌
に
そ
れ
自
体
の
意
義
を
有
す
る
.に
至
り
え
ぬ
、
い
わ
ば
過
渡
期
と
し 

て
措
定
さ
れ
え
た
。
.生
産
手
段
私
有
の
根
源
的
揚
棄
と
し
て
、
社
会
主
義
経
済
の
確
立
は
あ
た
か
も
資
本
主
義
的
所
有
が
封
建
的
領
有
の
中
か
ら 

育
成
し
た
よ
う
な
経
過
を
と
り
え
ず
、
又
現
段
階
の
社
会
主
義
経
済
は
世
界
資
本
主
義
の
弱
き
環
か
ら
確
立
.•

発
展
す
る
た
め
に
、
，部
分
的
に
資 

本
主
義
的
要
因
を
容
認
し
.つ
つ
物
質
的
生
産
の
蓮
礎
を
強
化
す
る
時
期
を
持
つ
の
で
、
社
会
主
義
的
再
生
産
軌
道
確
立
の
..た
め
の
過
渡
期
の
.不
可

(

注
1)

避
性
と
.そ
の
意
義
づ
け
は
、『
帝
国
主
義
論』

に
よ
る
社
会
主
義
移
行
論
の
、
別
の
側
面
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
.は
、

生
産
手
段
の
両
部
門：

に 

お
け
る
基
本
的
社
会
化
、
社
会
主
義
的
再
生
産
軌
道
確
立
に
至
る
ま
で
の
、
い
わ
ば
〃
狭
義
の
過
渡
期
〃
..の
ネ

ッ

プ

•
国
家

資
本
主
義
の
役
割
の 

評
価
、
工
業
化
の
成
功
と
農
業
集
団
化
の
傾
斜
の
中
で
、
ブ
ハ
，

丨

リ
ン
の
〃
経
済
学
消
滅
論
〃
に
そ
の
極
を
み
る
こ
と
の
出
来
る
、
社
会
主
義
経 

済
の
'性
格
規
定
と
の
関
連
に
お
け
る
古
典
的
命
題
の
理
解
と
、
現
実
の
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
の
要
請
す
る
、
政
策
立
案
の
基
礎
た
り
う
る
、

(

注
2)

社
会
主
義
経
済
構
造
自
体
の
法
則
性
の
追
求
•
体
系
化
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
明
確
に
う
き
ぼ
り
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
 

,

(

往
1)

"
社
会
主
義
建
設
"

の
不
可
避
性
。
ィ
.
ヴ
X

レ
ー
二
ン「
帝
国
主
義
論」

の
古
典
的
命
題
に
対
す
る
役
割
。

社
会
主
義
経
済
妞
設
期
の
必
然
性
、

「

経
済
学
教
科 

歯」

第
三
分
冊
、
第
四
十
七
章
の
論
理
。

(

注
2)

所

謂

「

過
渡
期
の
経
済
学」

が
こ
れ
に
対
応
す
る
。
ブ
ハー

リ

ン

の「

経
済
学
消
滅
論」

の
、

「

理
論
経
済
学
は
商
品
也
産
を
基
礎
と
す
る
社
会
経
済
に
つ
い
て
の 

科
学」

で
あ
る
、「

商
品
範
_

は…
…

労
働
の
社
会
的
分
配
ま
た
は
そ
の
分
裂
お
よ
び
そ
の
結
果
、

経
済
過
程
の
意
識
的
調
整
器
の
欠
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ 

り」

、「

意
識
的
調
整
器
が
出
現
す
る
と
き
に
お
い
て
は
、
商
品
は
生
産
物
に
変
じ
て
、
そ
の
商
品
た
る
性
質
を
失
う」

(

N
 

•ブ
ハー

リ
ン
、『

転
換
期
の
経
済
学』

稲
垣 

克
訳
、

一
九
二
〇
年
、
ニ
0

八
、
二
三
〇
頁
。)H

ル
•

リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、「

経
済
学
は
も
っ
ぱ
ら
資
本
主
義
的
秩
序
の
現
象
の
み
を
研
究
し
、
解
明
す
べ
き
も
の
で
あ
る
/

ォ
ス
トa

ヴ
ィ
チ
ャ
ノ
フ「

経
済
学
の
研
究
対
象
は
資
本
主
義
H

商
，品
交
換
社
会
の
生
産
関
係
を
規
制
す
る
諸
法
則」

で
あ
り
、『

一
つ
の
意
識
的
な
人
間
の
意
志
に
よ 

っ
て
指
導
さ
れ
る
社
会
主
義』

に
は
経
済
学
の
研
究
す
べ
き
テ
ー
マ
は
な
い」

.(

一
九
ニ
七
年)
。

周
知
の
如
く
、

一
九
二
〇
牢
代
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
っ
た
、

古
典
的
定
式
化
の
即
時
的
解
釈
と
も
い
え
る
ブ
ハ
I

リ
ン
説
に
対
し
て
、

「

社
会
主
義
社
会
と
商
品
生 

産
の
共
存
は
予
想
し
な
か
っ
たJ

.

が

「

過
渡
期
の
商
品
、
貨
幣
を
最
大
限
に
利
用
す
べ
き」

と
考
え
た
レ
！ 

ニ
ン(

藤

田

整「

商
品
生
産
と
価
値
法
則
.の
现
論」

、
大
崎 

平
八
郎
、
木
原
正
雄
編
著『

社
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展』

一
一
九
頁)

の
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
批
判
の「
評
注」

(『
H

ヌ
•
イ
•
ブ
ハ
I

リ
ン
の
著
書『

過
渡
期
の
経

■
済』

に
-

す̂
る
ト
：1
注』

(
(

一
九
二
〇
年
刊)

)

逍
稿)

が
、
.
そ

め

死

(

一
九
二
四
年)

後
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
ブ
.
ハ
ー
リ
.ン
批
判(

一
九
二
八
年
十
月
、「

レ
ー
|ー
ン
主
1|
の
諸 

=
£

題」

與
,

大

月

版

上

巻

ニ

一

頁)

を
契
機
と
し
て
、

フ
批
判
が
全
面
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た」

九
ニ
九
年
に
.ス
タ
丨
リ
ン
に
援
用
さ
れ
た
形
を
と 

っ
て
公
開
さ
れ
た
。
そ
こ
で
レー

 

ニ
ン
は
、
広
義
の
経
済
学
の
立
場
に
た
っ
て
、

社
会
主
義
社
会
で
も
経
済
学
が
科
学
と
し
て
の
こ
る
こ
と
を
损
摘
し
、

r

ブ
ハ
ー
リ
ン 

の

，

『

理
^

経
済
学
は
商
ロ
川
生
産
を
基
礎
と
す
る
社
会
経
济
に
つ
い
て
の
科
学
で
あ
る』

と
す
る
の
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
一
歩
後
退
し
た
定
義
で
あ
る」

.
と
し
、
へ『

レ
ー
ニ
- 

ン
全
集i

.

第
十
一
卷
三
四
九
頁)

、
純
粋
の
共
産
主
義
に
お
い
て
さ
え
も
、

J
V

 +

 M

の

l
i
e

に
た
い
す
る
関
係
、
蓄
极
.の
法
則
性
が
経
済
学
の
対
象
と
し
て
存
在
す
る 

こ
と
を
71

1

た
大
崎
平
八
切
氏
は
、
前
掲
爵
中
で
、
ブ
ハ
|

リ
ン
説
が
先
の
十
1-
|
典
的
命
題
に
つ
い
て
理
論
経
済
学
の
対
象
を
、
"
個
人
の
意
志
と
は
無
関
係
な
"『

エ
レ 

メ
ン
タ
ル
な
自
然
法
則』

.
の
姿
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
、

商
品
生
産
を
基
礎
と
す
る
社
会
経
済
と
規
定
し
た
他
に
、
マ
ル
ク
ス

の
、

^

も
し
事
物
の
現
象

形
態
と
本 

質
と
が
、
直
接
的
に
一
致
す
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
科
学
は
余
計
な
も
の
で
あ
ろ
う一

(『

資
本
論』

.第
三
巻
、
邦
訳
、.
.靑
木
文
庫
、
第
十
三
分
冊
、

一
一
五
ニ
頁
を 

論
拠
と
し
て
、

資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
、

お
よ
び
社
会
主
義
の
時
期
に
お
い
て
は
、

事
%

の
现
象
形
態
と
本
賢
と
が
つ
ね
に
一
致
す
る
ん
の
と
.し
て
> 

機
械
的
に
理
解
し
た
点
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る(

一
四
頁)

。
资
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
.
の
.

移
行
の
必
然
佳
と
：.社
.会
主
赛
迚
設
の
本
可

避
性
.
の
.
意
.義
づ 

.け
な
く
理
論
化
出
来
な
い
で
古
典
的
肅
を
即
時
的
に
適
用
し
た
点
の
誤
り
と
と
も
に
、.
狭
義
の
経
済
学
の
確
立
の
広
義
の
経
済
学
に
対
す
る
意
義
と
、
そ
の
両
者
の
開 

係
の
51
象
の
不
分
明
さ
が
、
そ
の
経
済
学
消
滅
論
と
い
う
〃
機
械
的
適
川
"

を
結
果
し
た
•点
が
確
認
き
.べ
き
■で
あ
^

'

レ
，.1
.-I.

ン
0:
.
ブ
八
.丨
リ
ン
.批
判
^ ;

過
^.
.
期
な
^: 

さ
る
：̂
会
主
義
経
済
m

体
に

商

，品

憲

が

存

在

す

を

と

主

張

す

.る
の
.
.で
は
全
べ
な
べ
て
、.
.経
済
学
.

(

狭
義)

：
金

明

，
を

資

本

主

：
義

'
.妄

ぐ

商
S

済)

め
無
政
府
性
；に
求
：め

.

■
た
才T

汾

さ

、
っ
と.社
.会

主

義

.経

货

に

本

け
る
.

広
滋
の
経
済
学
の
#

在
の
主
張
、，
娘
言
す
れ
ば
、.
'狭
.義
.の
経
済
学
の
広
義
の
経
済
学
へ
の
意
義
づ
け
に
主
と
し
て
む
け
ら
れ 

.

.

.

.て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
消
滅
し
う

る

の

は

「

狭
義
の
経
済
学」

成
立
の
条
件
な
の
で
あ
る
。(

拙

稿「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
B
'、

三
m

学
会
雑 

M

.第
六
十
卷
第
三
号
# :
照)

フ
ハ
ー
リ
ン
の
、「

商
品

•

価
値
関
係
を
つ
う
じ
な
い
直
接
的
な
社
会
的
労
働
と
社
会
的
生
産
物
の
投
下•

配
分
へ
の
移
行」

と
い
う
+|-
1
 

.

典
的
命
題
の
-正
当
な
継
承
の
誤
っ
た
展
開
の
方
向
、
に
つ
い
て
は
、

ブ
ハ
ー
リ
ン
の
"
価
値
法
則
"

の
理
解
の
仕
方
と
.関

連

し

て

、

上
岛
武
氏
は
.、
.
彼
が

社

会

主

義

に

凇 

い
て
価
證
則
を
■

(

歴
史
的
性
格
の
強
調)

し
た
が
、
結
果
的
に
は
価
値
法
則
の
全
而
的
作
用
を
主
張
す
る
右
晉
和
見
主
義
湛
た
ち
と
同
じ
見
解
に
お
ち
い
っ
た 

理
山
を
鋭
く
解
明
し
て
お
ら
れ
る(

大
崎
、
木
原
編
著
，
前
掲
書
ニ
ー
一
一
、
.
三

頁)

。

. 

• 

:

•
; 

: 

• 

•
 

-

と
こ
ろ
で
、
こ
の
社
会
主
韻
経
済
建
設
期
に
当
る
過
渡
期
に
お

い
て
は
、

社
会
主
義
的
国
営
経
済
部
門
と
国
家
資
本
主
義
な
い
し

私
的
資
本
主

義
経
済
と
小
商
品
経
済
の
残
存
と
が
共
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
社
会
主
義
経
済
部
門
に
は
計
画
、
後
者
の
私
営
部
門
に
は
価
値
法
則
と
い

う

、

興

な

っ

た

「

二
つ
の
規
制
因」

が

存

在

す

る

、
ネ

ッ

プ

期

に

は

後

者

が

優

越

し

て

最

高

の

規

制

者

と

な

る

、
と

す

る

、

フ
メ

リ

ニ
ッ
ヵ
ヤ
、

レ
オ 

. 

(

注 
3) 

.

、
チ

フ

の

1

(

一
九
二
五
年)

、
社
会
主
義
的
本
源
的
蓄
積
法
則
8

■
済)

と
価
値
法
則(

私
経
済)

と
の
相
対
立
す
る
二
つ
の
法
則
の
あ
い
だ
の 

招
么
生
義
経
済
に
お
け
る「

fi
r

値」
•
「

ff
l
l
'格」

と「

地
代」

«

.

 

.

ニ

五

(

六
五
三)



ニ

六(

六
五
四)

ヴ

ヱ

ク

ト
ル
の
一
定
の
力
関
係
の
結
果
と
し
て
合
成
さ
れ
た
方
向
に
現
実
の
ソ
ビ
工
ト
経
済
を
実
現
す
る

、

と
す
る
、
プ

レ
オ
ブ

ラ

ジH

ン
ス
キ 

丨
の
説
、
生
產
力
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、
生
産
関
係
の
社
会
主
義
的
性
格
に
完
全
に
照
応
し
て
い
な
い
た
め
に
価
値
形
態
を
利
用
せ 

ざ
る
を
え
な
い
、
だ
が
価
値
は
労
働
の
社
会
的
性
格
の
表
現
と
し
て
存
続
す
る
と
は
い
え
、
も
は
や
経
済
の「

規
制
因」

と
し
て
の
役
割
を
は
た 

さ
な
い
、
そ
の
結
果
、
過
渡
期
に
お
け
る
価
格
は
そ
の
性
格
を
変
え
、
そ
れ
は
も
は
や
価
値
の
貨
幣
的
表
現
で
は
な
く
て
、「

経
済
計
算
の
用
具」 

に
す
ぎ

ず

、

価
格
関
係
と
各
エ
業
部
門
へ
の
資
源
の
配
分
は
、
市
場
に
お
け
る
価
値
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て
、
意
識
的
な
政
策
に
よ 

つ
て
決
定
さ
れ
る
、
と
し
た
バ

タ

ー

H

フ

の

説(

大
崎
氏
は
、
こ
の
バ
ター

ヱ
フ
の
主
張
が
一
九
四
〇
年
代
の=

変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
"
理
論
の
先
駆
的
な
主
張 

と
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
、

か
れ
は
、
そ
れ
を
社
会
主
義
経
済
に
つ
い
て
で
は
な
く
て
、
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
か
ぎ
っ
て
主
張
し
た
旨
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ 

の
限
定
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る)

か
ら
、
〃
過
渡
期
の
価
値
法
則
"
論
め
特
質
を
と
り
出
し
て
み
る
と
次
の
如
く
と
な
る
。

1
、

フ
メ
リ
ニ
ッ
ヵ
ヤ
、

レ
オ
ン

チH

フ
、プ
レ
オ
ブ
ラ

ジH

ン

ス
キ
ー
に
共
通
な
点
は
、価
値
法
則
の
実
在
を
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
、
私
企 

業
の
残
存
と
結
び
つ
け
て
い
る
.こ
と
、
又
バ
タ
ー
ヱ
フ
は
、
完
全
な
社
会
主
義
経
済
に
お
い
て
は
、
労
働
の
配
分
が
直
接
的
に
労
働
時
間
で
計 

算
さ
れ
、
表
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
過
渡
期
で
は
、
価
値
形
態
を
利
用
せ
ざ
み
を
え
な
い
の
は
生
産
力
の
.低
•さ
が
生
産
関
係
の
社
会
主
義
的 

性
格
に
照
応
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
又
価
値
が
労
働
の
社
会
的
性
格
の
表
現
と
し
て
存
続
し
て
い
る
と
は
い
え
、
も
は
や
規
制
因
と
は
な 

ら
な
い
と
し
て
、
本
来
的
な
社
会
主
義
経
済
の
下
で
の
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
全
面
的
消
滅
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、
 

ブ
ハ
ー
リ
ン

説
の
支
配
的
に
存
在
し
た
当
時
と
の
関
連
に
よ
っ
て
み
る
べ
き
で
あ
る
と
は
い
え
、

価
値
形
態
論
を
そ
の
中
軸
と
す
る
価
値
法
則 

の
古
典
的
理
解
に
つ
な
が
る
認
識
の
仕
方
で
あ
っ
て
、
価
値
法
則
を
労
働
力
配
分
の
法
則
と
お
き
か
え
て
い
な
い
点
で
三
者
共
通
す
る
。

ニ
、
前
者
の
よ
う
に
、
二
つ
の
異
っ
た
基
本
法
則
が
実
在
し
、
或
い
は
そ
の
対
向
す
る

ヴ

工

ク

ト
ル
の
力
関
係
の
合
成
と
い
う
形
で
現
実
の
経
済 

を

規

定

す

る

と

す

る

考

え

方

、(

た
と
え
ば
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
ノ
フ
も「

資
本
主
義
経
済
の
諸
法
則
が
ま
だ
存
在
し
、
作
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
法
則
が
、
ど 

の
程
度
、
計
画
指
導
に
と
つ
て
か
わ
る
か
、
計
画
的
活
動
と
自
然
発
生
的
活
動
と
の
あ
い
だ
に
ど
の
よ
う
な
依
存
関
係
が
存
在
す
る
か」

と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
か
ら
、

過
渡
期
の
ソ
ビ
ヱ
ト
経
済
が
、
経
済
学
の
対
象
と
な
り
う
る
、
と
考
え
る((

大
崎
平
八
郎
、
前
掲
論
文
、
前
掲
書
ニ
四
頁
})

と

、
バ

ター

エ
フ
D

よ

う

に

、
上
産
力 

水
準
の
低
位
性
に
価
値
形
態
利
用
の
根
拠
を
見
出
し
、
価
値
法
則
に
規
制
力
を
見
出
だ
さ
な
い——

過
渡
期
経
済
の
特
質
を
、
私
的
経
済
の
残

存
に
だ
け
求
め
な
し
移
行
論
と
結
び
つ
し
た
本
来
的
社
会
主
義
経
済
再
生
産
実
現
に
と
っ
て
の
過
小
な
物
質
的
基
礎
の
課
題
-
-
考
え
方

と
は

異
な
っ
た
面
で
過
渡
期
を
と
ら
え
て
お
り
、
後
者
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
大
崎
氏
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
、

"
'1
渡S
経W

T
"

こ
&
定 

さ
れ
な
I

後
進
国
か
ら
移
行
し
た
社
会
主
義
経
済
建
設
初
期
の
一
般
的
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
論
理
は
、
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
、
tt 

値
法
則
と
商
品
の
外
被
を
ま
と
っ
た
〃
商
品
"
論
、
価
値
法
則
の
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
全
面
的

容
認
卩
労
働
支
出
計
算
論
に
転
化
し
て 

ゆ
く
。
前
者
の
立
場
を
、
中
国
経
済
•に
お
け
る
過
渡
期
理
論
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
、

二
つ
の
ヴH

タ
ト
ル(

資
本
主
義
経
済
対
社
会
主
義
経
済) 

の
対
向
力
の
合
成
点
が
、
社
会
主
義
経
済
の
方
向
へ
進
め
て
行
く
こ
と
が
、
社
会
主
義
経
済
建
設
の
実
現
で
あ
る
点
に
共
通
す
る
。
又
資
本
主 

義
へ
方
向
づ
け
る
ヴ
〒
タ
ト
ル
の
経
済
的
根
拠
が
生
産
手
段
の
私
的
所
有=

私
経
済
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
権
利
と

呼
ば
れ
る
、
資 

本
主
義
メ
ヵ
二
ズ
ム
に
そ
の
起
源
を
も
つ
等
価
原
則
の
労
働
力
対
価
支
払
に
実
現
し
た
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
、
国
民
所
得
分
配
方
式
に
も 

求
め
ら
れ
る
点
、
従
っ
て
、
過
渡
期
が
、
主
要
生
産
手
段
の
社
会
化
、
社
会
主
義
的

再
生
産
軌
道
の
確
立
期
に
終
ら
な
い
点
が
相
違
す
る
。
そ 

こ
か
ら
、

/過
渡
期
の
理
論
"
が
何
を
対
象
と
し
た
経
済
理
論
で
あ
る
の
か
と
い
う
意
味
が
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
相
違
は
価
値
法
則
と
商
ロ
叩 

生
産
に
つ
い
て
も
異
っ
た
内
容
と
位
置
づ
け
を
与
え
な
い
で
は
お
か
な
い
。

(

注
3)

共

著『

過
渡
期
の
経
済
学
に
つ
い
て
の
試
論』

(

一
九
二
八
年
刊)

(

注
4)

-
プ
レ
ォ
ブ
ラ
ジ
エ

ン
ス

キ

I
，『

社
会
主
義
的
本
源
的
蓄
積
論』

邦
訳
、
現
代
思
潮
社
。

(

注
5)

「

過
渡
期
の
理
論」

。
拙

稿『
「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法』

B

G

㈢「

三
田
学
会
雑
誌」

第
六
十
巻
三
、
四
、
五
月
号
参
照
。
'

Q

 

.

周
知
の
如
く
、

一

九

四

筆

『

マ
ル
ク
ス
產
の
旗
の
下
に』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
無
署
名
論
文「

経
済
学
教
課
上
の
若
干
の
諸
問
歷
に
端
を
発

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る「

価
値」

•
「

価
格」

と「

地
代」

㈡
 

一
一
ヒ(

六
五
五)



.
■
. 

- : 

二
八
.(

六
五
六)

：

し
た
、「

変
容
さ
れ
た
価
値
法
則J

論
は
、.
社
会
主
義
経
済
自
体
に
固
有
の
価
値
法
則
の
存
在
を
主
張
す
る
こ
と
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。共
產
主
義 

の
低
い
段
階
と
し
て
の
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
実
在
す
る
労
働
の
社
会
的
異
質
性
は
、
直
接
労
働
時
間
に
よ
る
分
配
計
算
を
不
可
能
に
す
る
か 

ら
、
〃
労
働
に
応
じ
た
分
配
"
は
、
〃
価
値
法
則
"
の
基
礎
の
上
に
の
み
計
算
す
る
、

私
的
所
有

•
私
的
生
産
の
揚
棄
に
よ
る
、

「

労
働
の
直
接
的 

に
社
会
的
な
性
格
は
、
具
体
的
労
働
と
抽
象
的
労
働
と
の
あ
い
だ
に
敵
対
的
矛
盾
を
な
く
し
た
、
又
価
値
法
則
が
平
均
利
潤
の
法
則
と
な
っ

て

あ
 

ら
わ
れ
な
い」

か
ら
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
だ
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
共
産
主
義
段
階
で
は
労
働
の
社
会
的
異
質
性
が
消
滅
す
る
と
共
に
、
価
値 

計
算
の
必
要
が
な
く
な
る
程
の
生
産
カ
冰
準
が
'価
値
法
則
を
必
要
と
し
な
く
な
る
、
と
し
た
。
.

こ
の
考
え
方
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
、『

ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題』

に
よ
っ
て
、
批
判
的
に
摂
取
さ
れ
、
現
在
の
社
会
主
義 

経
済
学
体
系
化
の
方
向
づ
け
の
中
で
、
す
で
に
前
稿
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
否
定
さ
れ
石
よ
り
は
む
し
ろ
事
実
上
潜
在
的
に
.中
軸
の
役
割
を
果
せ
し 

め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

.
ス
ター

リ
ン
論
文
は
、
労
働
支
出
計
算(

"価
證
定=

価
値
法
則
"
論
と
結
び
っ
く)

の
必
要
か
ら
価
値
法
則
の
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
存
在
意 

義
を
ひ
き
出
す
こ
と
は
誤
り
で
あ
り
、
商
品
生
産
の
実
在
か
ら
説
明
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
価
値
法
則
の
，古
典
的
規
定
か
ら
出
発
し
た
。
そ
し 

て
、.
社
会
主
義
的
所
有
の
一
一
つ
の
形
態
の
実
在
か
ら
商
品
生
産
を
論
証
し
、
.
コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
物——

商
品
、

国
営
企
業
の
生
産
物——

非
商 

品

•
商
品
の
外
被
を
か
ぶ
る
と
い
う
、
総
偭
値
=
総
価
格
と
さ
れ
な
い
社
会
主
義
的
商
品
論
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
論
理
に
対
し
て
、
社 

会
的
分
業
と
所
有
の
二
形
態(

ォ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
ノ
フ)

、
社
会
的
労
働
の
異
質
性(

ク
ロ
ン
了
ド)

、個
々
の
独
立
採
算
制
を
と
る
国
営
企
業
.を
社 

会
的
分
業
の
環
の
一
つ
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、：
国
有
の
生
産
手
段
の
個
別
的
占
有
生
産
者
と
し
て
、
商
品
生
産
^
?
に
類
比
す
る
か
ら
説
明
す
べ
き 

で
あ
る
、
な
ど
の
形
を
と
っ
た
批
判
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、
共
通
す
る
点
は
、
全
生
産
物
商
品
説
、

「

価
値
法
則」

の
全
生
産
分
野
支
配
で
あ
り
、
 

特
質
は
価
格
の
規
制
者
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
商
品
生
産
の
全
面
的
拡
大
発
展
を
通
じ
て
共
産
主
義
段
階
.に
到
達
し
、
そ
こ
で
、
.商
品
生
産
•
商
品 

流
通
は
死
滅
す
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
一
の
全
人
民
所
有
が
支
配
的
と
な
り
、
消
費
手
段
が
欲
望
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る
に
至
る
.か

ら
で
あ
る
と
。
 

•

わ
れ
わ
れ
は
前
稿
で
、
〃
狭
義
の
経
済
学
成
立
の
蓝
盤
と
な
っ
た
、

商
品
生
産
と
価
値
法
則
"
に
関
す
る
'、

ソ
ビH
ト
の
社
会
主
義
社
会
に 

お
け
る
価
値
法
則
把
握
と
対
立
す
る
所
説
を
み
た
。
そ
こ
で
は
、
商
品
生
産
と
価
値
法
則
は
、
余
剰
生
産
物
の
流
通
と
い
う
、
偶
然
的
な
、
そ
し 

て
決
し
て
総
個
値
が
総
値
格
と
し
て
実
現
す
る
と
は
限
ら
な
い
商
品
経
済
一
般
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
で
な
く
、
生
^
資
料
と
の
交
換
を
通
じ 

て
佃
値
通
り
に
販
売
さ
れ
る
労
働
力
の
商
品
化
を
®
軸
に
、
諸
商
品
が
、
社
会
的
に
、
生
産
価
格
形
成
を
通
じ
て
■流
通
す
る
、
資
本
主
義
^:
会
の 

メ
ヵ 

一

i

ズ
ム
に
お
い
て
成
立
す
る
原
則
と
し
て
把
握
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
の
み
そ
れ
が
原 

則
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
う
る
か
ぎ
り
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
に
内
包
し
て
措
定
す
べ
き
か
、
商
品
生
産
と
価
値
法
則
を
、
生
産
手
段
の
私
有 

を
前
提
と
し
た
い
く
つ
か
の
社
会
構
成
体
に
わ

た
る
法
則
と
み
る
か
、
社
会
主
義
下
に
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
し
て
、
㈠
生
産
手
段
の
私
的
所
有
と
社
会 

的
分
業
と
い
う
、
本
來
的
商
品
生
産
の
必
要
条
件
に
準
じ
て
所
有
の 
一一̂

■
、
あ
る
い
は
国
有
の
下
に

あ
る
独
立
採
算
制
企
業

間
の
交
換
を「

# 

殊
な
商
a
w生
産」

と
考
え
る
、
か
、
或
い
はO

生
産
手
段
の
所
有
と
は
関
係
な
く
、
生
産
力
が
低
く
、
社
会
的
労
働
の
異
質
性
を
揚
棄
出
来
な
い 

段
階
で
は
生
産
物
は
価
値
形
態
を
通
じ
て
、
商
品
と
し
て
交
換
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
又
は
㈢
労
働
支
出
計
算
に
甚
づ
く
労
働
力
配
分
を
価
値
法 

則
と
呼
ぶ
、
考
え
方
の
い
ず
れ
か
を
と
る
か
、
否
定
す
る
か
。

：

す
で
に
要
約
の
中
に
示
し
た
ょ
う
に
、
本
問
題
の
中
核
は
、
価
値
法
則
の
認
識
な
い
し
体
系
的
理
解
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
又
そ
の
理 

解
は
狭
義
の
経
済
学
の
意
義
と
広
義
の
経
済
学
と
の
関
係
の
基
礎
と
も
な
り
、
又
そ
の
逆
も
言
う
こ
と
が
出
来
る
。"
狭
義
の
播
斉
学 

< 
を
^
系 

化

し

た『

資
本
論』

は
、
商
品
経
済
一
般
で
な
く
、

「

資
本
主
義
的
生
産
様
式
と
こ
れ
に
対
応
す
る
生
産
関
係
と
交
易
関
係」

を
対
象
と
し
た
。
 

そ
し
て
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
、
資
本
主
義
社
会
以
外
の
社
会
構
成
体
を
分
析
し
う
る
方
法
論
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る(

広
義
の
経
済
学
の
樹
立)

と 

し
た
こ
の
経
済
学
の
成
立
は
生
産
関
係
を
軸
と
し
て
お
り
、

異
っ
た
生
産
様
式
に
共
通
し
う
る
生
産
▲
分

配

•
拡
大
再
生
産
な
ど
の
概
念
は
、
 

必
ず
特
定
の
斗
産
様
式
の
下
に
歴
史
的
形
態
規
定
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
.れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
.も
な
い
。
.
.
従

っ

て

、

こ
の 

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る「

伽
値」

•「

価
格」

と「

地
代」

㈡ 

ニ
，九

(

六
五
七)



三
〇

(

六
五
八)

経
済
学
の
体
系
の
展
開
の
上
で
商
品
生
産
が
一
般
的
基
礎
と
な
る
、
と
い
う
時
、
そ
れ
は
歴
史
上
資
本
主
義
生
産
に
先
^
:
し
た
商
品
生
産
を
そ
の 

論
理
的
出
発
点
と
す
る
と
い
う
意
味
セ
な
く
、
資
本
主
義(

的
商
品)

生
産
の
中
に
歴
史
上
先
行
し
た
そ
れ
ら
が
.実
在
的
に
止
揚
さ
れ
て
い
る
と
い 

う
意
味
で
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
狭
義
の
経
済
学
の
成
立
を
認
め
る
f

、
ス
ター

リ
ン
論
文
が
示
唆
し
、
o 
•
ラ
ン
ゲ
が
展
開
し
た 

よ
う
な
、
㈠

ー
切
の
生
産
様
式
に
共
通
す
る
法
則
、㈡
い
く
つ
か
の
生
産
様
式
に
共
通
す
る
法
則
、m

特
定
の
生
産
様
式
の
下
に
の
み
貫
徹
す
る
法 

則
、

H
特
定
の
生
産
様
式
の
中
で
の
あ
る
段
階
を
貫
ぬ
く
法
則
と
い
う
"
同
次
元
で
の
平
面
的
整
理
は
、

「

狭
義
の
経
済
学」

.の
方
法
論
か
ら
逸 

脱
す
る
危
険
性
を
は
ら
み
う
る
。

一
番
の
欠
陥
は
、
こ
の
方
法
に
よ
る
法
則
性
の
分
類
が
、
基
本
と
な
る
べ
き
各
生
産
様
式
を
規
定
づ
け
る
生
産 

関
係
の
独
自
性
を
背
後
に
退
け
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
主
義
経
済
の
下
に
お
け
る
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
把
握
，は
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
的
否
定
I
変 

容
さ
れ
た
価
値
法
則
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
価
値
規
定=

価
値
法
則
的
理
解
に
よ
る
労
働
支
出
計
算
方
式
と
し
て
の
、
い
わ
ば
社
会
主
義
経
済
の 

下
に
お
け
る
独
自
的
労
働
力
配
分
の
法
則
確
立
の
要
請
に
則
っ
た
〃
価
値
法
則
"
認
定
を
経
て
、
ス
論
文
以
後
、
所
有
の
二
形
態
と
い
う
生
産
関 

係
の
性
格
規
定
と
関
速
を
も
ち
な
が
ら
も
不
明
な
設
定
と
し
て
、
生
産
関
係
の
性
格
規
定
自
体
か
ら
も
は
な
れ
た
、
概
念
規
定
へ
の
抜
け
道
に 

出
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
社
会
主
義
社
会
の
下
に
特
殊
の
商
品
生
^
と
価
値
法
則
を
全
面
的
に
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
主
義
社
会
と
社
会
主
義
社
会
の 

差
別
性
は
不
明
確
と
な
り
、
む
し
ろ
社
会
主
義
社
会
と
共
産
主
義
社
会
と
の
差
別
性
が
、
そ
の
論
点
に
関
す
る
限
り
は
明
確
に
う
き
ぼ
り
さ
れ
る 

よ
う
に
見
え
る
。
又
そ
こ
で
は
、
経
済
学
分
析
の
エ
レ
メ
ン
タ
ー
ル
な
基
体
と
し
て
、

(

資
本
主
義)

商
品
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
必
然
性
と
、
そ
れ 

に
菽
づ
い
て
う
ち
た
て
ら
れ
た
〃
狭
義
の
経
済
学
"
体
系
の
も
つ
意
味
も
、
そ
れ
を
手
法
と
し
て
分
析
の
輪
に
入
る
べ
き
広
義
の
経
済
学
展
開
へ 

の
役
割
も
ぼ
け
た
焦
点
の
中
に
消
え
う
せ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
社
会
主
義
経
済
建
設
初
期
の
、
私
的
所
有
•
私
企
業
の
残
存
す
る
過
渡
的
段
階 

に
部
分
的
に
貫
徹
す
る
、
〃
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
残
存
形
態
"
を
捨
象
し
て
い
え
ば
、

二
部
門
が
社
会
主
義
的
再
生
産
軌
道
の
下
で
不
均
等 

的
に
し
か
し
均
衡
的
に
発
展
し
て
い
る
よ
う
な
、
し
た
が
っ
て
二
形
態
が
揚
棄
さ
れ
て
、
単
一
の
全
人
民
的
所
有
の
成
立
し
た
段
階
で
も
、
又
た

と
え
、
分
配
方
式
が
欲
望
に
応
じ
る
ま
で
に
.至
っ
た
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
、
全

く

「

商
品
生
産
と
価
値
法
則」
は
揚
棄
さ
れ
る
条
件
は
な
い
こ 

と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
■
本
的
に
揚
棄
の
条
件
と
な
る
も
の
は
、
生
産
性
の
高
ま
り
が
、
労
働
に
応
じ
た
分
配
を
揚
棄
す
る
に
至
ら
し
め 

る
か
ら
で
は
な
く
、
生
産
関
係
の
性
格(

=

生
産
手
段
の
社
会
化)

だ
か
ら
で
あ
り
、
独
立
採
算
制
の
存
在
自
体
、
或
い
は
存
在
様
式
に
で
は
な
く
、
 

又
経
済
計
算
制
の
必
要
か
ら
で
も
勿
論
な
い
か
ら
で
あ
る
。

/変
容
さ
れ
た
偭
値
法
則
"
は
、
社
会
主
義
に
お
い
て
は
、
労
働
が
直
接
的
に
社
会
的
と
な
る
か
ら
、
具
体
的
有
用
労
働
と
抽
象
的
人
間
労
働
と 

の
間
に
矛
盾
対
立
が
な
く
な
る
、
と
い
う
が
、
こ
の
生
産
手
段
の
私
有
と
社
会
的
分
業
の
下
、
私
的
労
働
の
社
会
的
実
現
に
お
け
る
労
働
の
二
重 

性
の
対
立
矛
盾
と
い
う
労
働
の
一
一
重
性
の
存
在
自
体
が
、
私
的
労
働
を
社
会
的
に
実
現
す
る
に
至
ら
し
め
る
価
値

法
則
の
存
在
と

作
用
と
に
負

っ 

て
い
る
箸
で
あ
る
。
原
始
共
同
体
、
或
い
は
社
会
主
義
の
下
で
は
、
具
体
的
労
働
が
そ
の
ま
まH

ネ
ル
ギ
ー
支
出
と
し
て
労
働
時
間
に
よ
っ
て
計 

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
本
来
、
矛

盾

*
対
立
し
な
い
〃
労
働
の
二
重
性
"
と
い
う
把
握
は
矛
盾
で
し
か
あ
り
え
な
^ *
。
そ
れ
は
生
産 

の
た
め
のH

ネ
ル
ギ
ー=

労
働
支
出
で
あ
り
"
労
働
時
間
と
し
て
計
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
徒
ら
な
類
比
的
陡
用
法
は
俗
流
化
で
し
か
な
、，
 

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
前
述
の
ス
論
文
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
諸
法
則
の
、
生
産
様
式
を
こ
え
た
類
型
化
の
結
果
導
き
出
さ
れ
た
も
の 

で
あ
り
、
そ
の
後
の
ス
タ

丨
リ
ン
批
判
も
、
別
な
意
味
か
ら
十
分
に
ヵ
バ
丨
し
え
な
か
っ
た
道
す

じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社

盡

義

済

自

体

を
 

复
ぬ
く
歴
史
的
な
労
倒
力
配
分
の
法
則
労
働
支
出
計
算
の
方
式
自
体
^-
、
価
値
法
則
と
呼
称
し
て
V

'る
、
と
い
う
実
体
の
妥
当
性
に
よ
る
も 

の
な
の
で
あ
ろ
う
。
 

■

*

日
高
晋
氏
に
よ

れ

は

「『

资
本
論』

で
は
商
品
論
の
は
じ
め
に
価
値
の
実
体
と
し
て
の
労
働
を
抽
出
し
た
の
に
つ
づ
い
て
労
働
の
ニ
謹
を
説
き
、
具
体
的
有
用
的
労 

拗
は
使
用
仙
値
を
つ
く
る
が

W
象
的
人
間
的
労
働
は
価
値
を
つ
く
る
も
の
と
し
、商
品
の
一
ー
耍
因
に
労
働
の
一
一
重
性
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
も
し
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
 

あ
ら
ゆ
る
？？
会
に
共
通
な
も
の
は
具
体
的
有
用
的
労
働
だ
け
で
あ
り
、そ
れ
が
、商
品
形
態
で
お
お
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
抽
象
的
人
間
労
働
の
側
面
を
も
つ
と
い
う
こ
と 

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
し
で
あ
ろ
う
す
な
わ
ち
；

e

象
的
人
間
労
働
は
、資
本
主
義
に
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
商
品
経
済
に
特
有
な
も
の
と
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る」

。

し 

か
し「

旁
働
が
相
互
に
共
通
な

W
象
的
人
間
労
働
の
侧
而
を
も
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
有
用
的
労
働
と
し
て
配
分
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る「

価
値」

•「

価
格」

と

「

地
代」

㈡
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あ
る
。…

…

つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
の
い
う
よ
う
に
、
具
体
的
有
用
労
働
は
超
歴
史
的
、抽
象
的
人
間
労
働
は
商
品
経
済
的
、
と
い
う
の
で
は
な
し
に
、具
体
的
有
|1

]
労
働
と
池 

象
的
人
間
労
働
と
い
う
労
働
の一

一
重
性
そ
の
も
の
が
超
歴
史
的
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ど
ん
な
社
会
に
も
共
通
な
労
働
の
ニ
茁
性
の
う
ち
、
抽
象
的 

人
間
労
働
の
側
面
が
、.
商
品
経
済
に
お
い
て
は
価
値
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
‘の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
宇
贬「

原
論」

が
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
.の 

よ
う
に
考
え
な
い
と
、
超
歴
^
^的
な
も
の
と
歴
史
的
な
も
の
を
は
っ
き
り
区
別
出
来
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
資
本
主
義
社
会
に
た
い
す
る
理
解
を
も
正
し
く
な
い
方
向
に 

む
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
る」

(

日
高
晋『

経
済
原
.論』

：六
六
頁)

。前
稿
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、.
抽
象
的
人
間
労
働
が
、

超
歴
史
的
に
存
在
し
て
、

商
品
経
済
に
■お
い
.て
め
み 

価
値
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
、
と
い
う
理
解
は
、
資
本
主
義
経
済
に
お
い
て
の
み
商
品
生
産
と
価
値
法
則
を
原
則
と
し
て
確
定
す
る
、
と
い
う
著
者
の
、
 

資
本
主
義
社
会
の
歴
史
性
の「

経
済
学」

的
把
握
と
、

マ
ル
ク
ス
の
、『

資
本
論』

体
^

、
な
い
し
、
そ
の
殳
叭
の
方
法
論
と
違
和
す
る
。
こ
れ
は
、
著
者
の
い
う
よ
う
な 

『

資
本
論』

体
系
の
よ
り
完
全
化
で
は
な
く
、
資
本
主
義
経
済
を
対
象
と
す
る
、
.
狭
義
の
経
済
学
の
成
立
の
基
礎
を
ゆ
す
る
も
の
と
考
え
る(

前
述
の
如
く)

。
も
し
、
 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
の
現
行
通
説
は
、
ま
さ
に
、
社
会
主
義
経
済
の
下
に
お
け
る
、
資
本
主
義
経
済
の
下
で
価
値
を
形
成
し
た
、
そ
の
抽
象
的
人
問 

労
働
の
容
認
に
他
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
を
し
も
"
社
会
主
義
の
下
で
の
価
値
法
則
"

と
呼
ぶ
、.
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
P

又
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
主
義
の
下
で
.の 

価
値
法
則
の
容
認
を
根
本
的
に
否
定
し
た
氏
の
根
拠
た
る
、
資
本
主
義
の
下
で
の
み
な
ぜ
抽
象
的
人
間
労
働
が
価
値
を
形
成
す
る
か_

_

抽
象
的
人
間
労
働
と
具
体
的
有 

用
労
働
と
い
う
労
働
の一

i
lf
i

性
の
存
在
の
意
義
と
し
て
で
な
く——

を
、
価
値
形
態
論
と
生
産
過
程
に
お
け
る
価
値
の
実
態
論
の
菡
本
的
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
宇
野『

資
本
諭』

の
.、
資
本
論
体
系
の
歴
史
性
の
理
解
-と
位
©

づ
け
、

特
に
生
産
関
係
の
意
義
と
把
握
の
仕
方
の 

"

マ
ル
ク
ス
と
は
異
な
る
〃
あ
る
い
は
〃
マ
ル
ク
ス
で
は
不
十
分
な
〃
特
質
に
か
か
わ
る
方
法
論
的
課
題
で
あ
り
、
ソ
ビ
ヱ
ド「

社
会
主
義
経
済
学」

の
広
義
の
.経
済
学
と 

し
て
の
確
定
と
の
関
連
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
前
述
の
如
く
共
通
性
を
有
す
る
の
で
あ
る〗

㈢•
. 

- 

,

前
節
ま
で
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
主
義
経
済
の
下
に
お
け
る
■〃
価
値
法
則
〃
の
認
識
の
仕
方
が
、
全
面
商
品
説
以
後
、
所
謂
狭
義
の
経
済
学 

の
体
系
化
の
基
盤
と
な
っ
た
論
理
か
ら
、
価
値
規
定
的
意
味
、
又
社
会
的
労
働
支
出
計
算
の
機
能
に
基
本
的
に
移
行
し
て
き
た
の
を
み
た
。
又
価 

格

を

"価
値
法
則
"
に
レ
ギ
ュ
レ
ー
ト
さ
せ
る
、

.価
格
を
価
値
に
出
来
る
だ
け
一
致
さ
せ
る
、
と

い

う

、
.価
格
形
成
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に

位
置
づ
け
て 

使
用
す
る
時
に
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
者
が
〃
価
値
法
則
"
の
概
念
規
定
に
全
く
一
 

致
な
く
、
し
，か
も
"価
値
法
則
の
.利
用
"
に
は
全
面
的
に
一
致
し 

た
点
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
商
品
生
産
者
の
私
的
労
働
が
同
時
に
社
会
的
労
働
.で
あ
る
と
い
う
対
立
•
矛
盾
、
生
産
者
相
互
間
の
関
係

力
商
湿
と

商
f

の

関

两

物

的

麗

と

し

て

、

人
間
か
ら
ま
っ
た
く

独
立
し
た
も
の
と
し
て
、
顚
倒
し
た
形
で
あ
ら
わ
れ
て
、
生
産
を
め
ぐ
る 

人
間
と
人
間
の
関
係
を
商
品
の
分
析
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
く
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
メ
ヵ
ニ

、'ス
ム
は
全
く
消
滅
し
て
い

て

、

I
、

労

働

支
出 

計
算
基

準
と
し
て
の
便
宜
的
手
段
と
し
て
"
価
値

法
則
の
.利
用

"
が
要
請
さ
れ
る
だ
け
で

.あ
る

。
"

&
1

で
の
労
働
の
計
算

"(

ク
ロ
ン
，
丨
ド) 

と
い
う

言
葉
に
よ
く
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ

の

〃
資
本
主
義
I

の
遺
産
"
は
r
露

の

二
重
性
の
理
論
を
確
立
す
る
こ
と
で
実
現
し
た「

経
済 

学」

体
系
、
隠
蔽
さ
れ

た
資
本
主
麗
済
の
自
律
的

メ

ま

ズ
ム
解
明
の
鍵
、

薩

と
し
て
の

產

を

は
な
れ
て
、

生

擊

段
の
私
的
所
有
を
根 

源
的
に

揚
棄
し
な
が
ら
、
社
会
主
義
経
済
の
未
熟
.な
段

階

(

異
っ
た
社
会
化
段
階
に
あ
る
二
つ
の
所
有
の
下
に
お
け
る
労
働
の
性

格

、

社
会
的
生
産
力
水
準
の
低 

さ
に
照
応
す
る
露
の
興
質
性
、
労
働
に
応
じ
た
分
配
.
物
質
的
刺
激
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
独
立
採
露
制
の
存

在

、

e 

• 

t 

• 

C 

•)

に
お
け
る
制
限
さ
れ
ニ
ア
ナ
ロ
ジ

丨
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
形
骸
的
援
用
と
な
り
、
更
に
、
積
極
的
な
、
社

含

麗

済

に

お

け

る

、
社
会
的
労
働
配
分
計
算

I

準
に
移
行
し
よ 

，
価
値
法
則
の
利
用
"
は
、
厳
密
な
意
味
に
使
う
べ
き
'

「

価
値
法
則」

と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
移

行

は

r『

ff
f
l
i
'
fl
i
>

』

、

o '
ト 

り
労
働
畜
に
も
と
づ
い
て
最
適
価
格
に
お
け
る
目
的
間
数
式
を
計
算
す
る
こ
と
、

そ
し
て
労
働
価
證
と
数
学
的
方
法
と
の
整
合
を
主
張
し…

 

最
蓄
の
削
画
が
佃
値
に
も
と
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
価
格
体
系
の
も
と
で
達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ

と

は
容
易
に
確
信
で
き
る」

S
 

.ゴラ
ン
ス 

キ
丨
.
1九
六
四
年)

と
い
う
表
現
に
最
も
よ
く
み
と
る
と
は
す

で
に
ふ
れ
た
如
く
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
"価
値
法
則
の
利
用
"
を
、
又
ア 

ナ
ロ
ジ
丨
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
狭
義
の
経
済
学
と
区
別
さ
れ
る
広
義
の
経
済
学
の
確
認
を
明
確
に
な
す
こ
と
が

で

き

る

。

だ
か
ら
、

i

す
る
社
会
主
麗
済
の
メ

ヵ

ニ
ズ
ム.

Q

中
で
、
生
産
手
段
は
f

的
に
社
会
化
し
た
が
、
個

々

の
生
産
物
に
た
い
す
る
抽
象
的 

労
働
畜

(

C 
+ 
V 

+ 

M

)

の
絶
対
時
間
を
直
接
計
算
し
う
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な

.い
と

し

て

、「

価
格」

は
、
ソ
ビ
エ
ト
を
例
に
と
れ
ば
、

I
 

表
示
の
ル
丨
ブ
リ
計
算
.で
算
定
さ
れ
た
原
価(

5

V)

.に
、
そ
の
原
価
に
た
い
す
る
一
定
の
比
率(

K
(
c

 +

 V
)
)

を
加
え
て
え
ら
れ
る(

C 

+ 

V

 

■
 

M)
と

.. > 
っ
て
，
^

.そ
れ
は
.資
本
主
證
済
の
偭
格
形
成
と
基
本
的
に
異
な
る
。
"貨
幣
"
の

"価
値
"
尺
度
と
し
て
の
機
能
を
利
用
す
る
、
生 

産
物
に

対
象
化
さ
れ
た
社
会
的
労
働
量
の
計
算
方
式
も
、
又
，
物
質
的

刺
激
の
要
因
を
加
味
し
た

原
価
算
定
の
水
準
と
一
定
の
比
率
を
原
価
に
か 

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る「

価
値」

•
「

価
格」

と「

地
代」

㈡ 

三

三

(

ぐ
六
一)



. 

三

四(

六
六
一1)

け
て
え
ら
れ
る
M
部
分
の
算
定
、
帰
属
の
仕
方
も
、
い
わ
ゆ
る
"
社
会
主
義
経
済
の
下
に
お
け
る
価
値
法
則
と
そ
の
利
用
"
の
得
検
討
の
中
で
そ 

の
意
味
を
確
認
さ
れ
、
.位
置
づ
け
ら
れ
ね
.ば
な
ら
な
い
。

ト
か
1
.
;
4
1

斯
.
の
生
産
物
の
全
般
的
な「

価
格」

水
準
の
決
定
を
意
味
す
る「

原
価」

計
算
は
、
生
産
支
出
総
額
へ
⑴
原
料
、
半
製
品
に
た
い
す 

る
支
出
、
⑵
燃
料
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
支
出
、
⑶
減
価
償
却
、
⑷
消
耗
品
其
他
、

(6
)
賃
金
¥
か
ら
サ
ー
ヴ
ィ
ス
的
作
業
に
関
連
し
た
費
用
を
差
し
引 

い
て
複
数
期
に
修
正
し
た
工
場
原
価
に
、
販
売
に
か
ん
す
る
生
産
外
的
費
用
を
.加
え
て
総
原
価
を
得
る
と
い
う
過
程
を
啟
る
。
個
々
の
生
産
物
の 

計
画
原
価
計
算
は
、
同
様
の
支
出
項
目
に
つ
い
て
、
部
門
全
体
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
原
価
計
算(

事
前)

の
細
分
化
と
し
て
な
さ
れ
る
。
そ
し 

て

「

価
格」

は
ホ
ズ
ラ
シ
チ
ョ
ー
ト
制
を
前
提
と
し
た
刺
激
剤
の
役
割
を
東
す
も
の
と
し
て
、
こ

の- 「

価
格」

の
塞
礎
と
し
て
の
原
価
は
、
〃
た 

ん
な
る
讓
実
と
し
て
の
平
均
原
価
"
で
は
な
く
、
"将
来
に
お
け
る
原
価
引
下
げ
の
可
能
性
を
も
考
慮
に
い
れ
た
、
目
標
と
し
て
の
先
進
的
原
価 

水
準
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
"
と

!
^
。̂
こ
の
一
九
六
五
年
の
ソ
ビH

ト
新
政
策
で
採
用
さ
れ
た
現
行
価
格
制
度
の
遙
礎
を
な
す
原
価
水
準
形
成 

の
理
論
は
、
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
，，、
価
値
法
則
の
、
生
産
価
格
形
成
を
通
じ
て
貫
徹
さ
れ
る
過
程
の
類
比
に
立
ち
な
が
ら
、
決
し
て
同
一
十 

な
い
本
質
的
相
違
を
有
す
る
点
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

J±
会
主
義
経
済
の
下
で
は
、
労
働
力
が
商
品
た
る
こ
と
を
や
め
、
賃
銀
フ
ァ
ン
ド
は
生
産
フ
ァ
ン
ド
か
ら
離
脱
し
、
社
会
的
投
下
労
働
総
量
の 

対
象
化
し
た
社
会
的
総
生
産
物
は
、
C
と《

V'
+

M》

に
分
解
し
、
労
働
力
報
酬
は
、
社
会
保
障
な
ど
純
所
得
の
間
接
的
還
元
部
分
と
併
せ
て
、
結 

务
咖
に
所
得
を
構
成
す
る
に
至
る
。
そ
し
て
、
し
か
も
現
行
の
ホ
ズ
ラ
シ
チ
ョ
ー
ト
制
の
下
で
は
、
所
謂
必
要
労
働
の
対
価
に
当
る
部
分
が
、
他 

の
生
産
支
出(

過
去
労
働
の
移
転
部
分)

と
と
も
に
ル
ー
.ブ
リ
で
計
算
さ
れ
る
原
価
に
算
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
矛
盾
の
よ
う
だ
が
、
ま
さ
に
こ
の
社 

会
主
義
経
済
の
现
段
階
の
原
価
が
、
企
業
に
と
っ
て
の
価
値
規
定
的
意
味
で
の
社
会
的
投
下
労
働
量
計
算
の
表
示
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す 

る
。
前
払
資
本
の
一
部
で
な
く
な
り
、
生
産
の
結
果
帰
属
す
べ
き
労
働
報
酬
の
う
ち
の
基
本
部
分
が
V
+
C
M
の
一
部)))

新
価
値
を
形
成
し
な
い 

必
要
労
働
の
肺
植
移
転
部
分
と
し
て
ぁ
ら
か
じ
め
^
定
さ
れ
て
生
産
単
位
の
企
業
計
算
に
ぉ
ぃ
て
原
価
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
は
、
労
働
に
応
じ
た

分
配
と
.，
う
社
会
主
義
の
現
段
階
と
照
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
又

「

生

馨

の

原
価
が
•：
•：

も
と
も
と
腼
格
の
一
部
分
で
あ
る
の
に
も
か
广
っ 

ら
j

f

_3-
f
做
格
形
成
の
実
際
に
お
い
て
は…

…

価
格
水
準
決
定
の
基
礎
的
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る」

a
.
?

ト
ゥ
レ
ッ
キ
丨)

と
こ
ろ

に

特

徴

が

含

し

か

し

、
そ
れ
は
、
講

I

主
義
I

Q
盤

論

を

鐘

し

I

慶

説

の

？

の
I

s

に

価

格

の

I

I

る

顏

と

L

味

ヵ

营

こ

こ

で

原

佃

ヵ

_

的
手
が
か
り
と
な
る
、
と
い
う
と
き
、
そ
の
靈
さ
れ
た
原
価
水
準
は
、
当
該部

！：
の
せ
会
的
労 

働
の
f

的
投
下
労
働
量(

C 

+ 

V

)
(

生
き
た
労
働
の
I

I
分
と
対
象
化
さ
れ
た
労
働)

塞
準
に
と
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
理
解
す
れ
ぢ
そ
の 

議
で
原
価
が
原
価
形
成

S

礎
的
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
は
麗
と
な
ら
な
い
し
、
そ
こ
か
ら
、
平
均
原
価
を
原
価
水
準
と
し
な
V」

と
か
ら 

生

す

る

所

謂

，価
f

佃
格
の
乖
離
"
の
、

一
致
へ
の
適
応
と
価
格
水
準
決
定
の
客
観
的
基
準
の
否
定
に
至
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と

は
 

な

I

価
格
が
露
支
出
を
反
映
す
る
の
は
資
本
主
義
経
済
の
独
農
特
質
で
は
な
く
む
し
ろ
反
映
す
る
価
格
を
S

化
し
う
る
と

こ

ろ

に

社 

会

主

麗

済

の

普

的

特

質

が

あ

るQ

だ
か
ら
、
労
働
力
配
分Q

妥
当
性
嘉
現
す
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
本
質
、

労
働
支
出
を
反
映
す
る「

価
格
珍 

成
の
原
只」

f

ま
さ
に
^

産̂
物
の
原
価
に
上
積
み
さ
る
べ
き
〃
収
益
"(=

剰
余
労
働
部
分
"
の
対
象
化
し
た
、
"議
余
生
産
物
価
値
")

の
大
い
さ
の 

定

と

ク

の
. ；-

方

f
力
力
る
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
所
謂
〃
伽
値
法
則

"
の
貫
徹
で
は
な
く
、
計
画
目
標
達
成
の
た
め
の
最
證
分
と
し
て

で

あ

る

座

さ

れ

る

霞

余

生

産

物

価

値

増

大

が

鼻

的

生

管

標

で

な

い

が

、
計

画

的

囊

I

社

含

讀

済

の

発

展

(

重

I
し
た
分

配
へ)

裏

現

す

る

物
質
I

盤

で

，
^

、

総

投

下

S

S

対
す
る
そQ

比
率
、
総

投

下

生

等N
N
.

ド
I

す

る

そ

の

比

率

„
、
社
会
主
義
経 

済
発
展
の
指
標
と
な
る
。
 

、

.
侦
格
形
成
.に
お
し
て
.
周
知
の
如
く
、.
先
に
価
値
説

-
M
部
分
を
V
に
比
例
さ

せ

よ

う

と

す

る

考

え

方

.

_

、「

生

産

历

赍

J
_

_
屌

ノ
刀
を
生
産
フ
ァ
ン
ト
に
比
併
さ
せ
よ

う

と

す

る

考
え
方—

、「

原
価」

説
M
部
分
を
C 

+ 

V
に
比
例
さ
せ
よ
う
と
す
る

考
え
方
の
三
つ
の
異
っ 

ナ
ブ
式力

！
：

考
さ
れ
た 

一TN

五
六
年
以
前
の
伽
格
麗
が
、
取
引
税
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
第
一
部
門
の
生
産
物
の
価
格
は
"価
値
"(

投
下
労 

f

j

以
下
で
あ
り
、
第
二
部
門
の
生
馨
の
舳
格
は
〃
価
値
"
以
上
で
あ
り
、.
総

価

値

は

学

し
も

総
価

格

に

ひ

と

し

く

な

い

f

 

I
者 

'

璧

馨

に
お
け
る「

価
値」

•「

肺
格
1

代」

 ̂

三

五(

六
六
三)



三

六(

六
六
四)

あ
り
、
等
し
い
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
説(

ク
ロ
ン
ロ—

ド
な
ど)

.も
あ
っ
た)

。(

こ
の
こ
と
は
、
等
し
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
資
本
主
義
の
価
値
法
則=

生
産
価
格 

の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
と
ら
な
い
社
会
主
義
で
は
当
然
で
あ
る)

。
こ
の
初
期
の
エ
業
化
を
ふ
く
む
重
エ
業
優
先
政
策
»
蓄
積
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
効
果
的
に
推
進 

す
る
歴
史
的
役
割
を
も
っ
た
、
.第
一
部
門
と
第
二
部
門
と
の
生
産
物
の
、
労
働
支
出
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
な
い
価
格
政
策
•
財
政
政
策
は
、
社
会 

主
義
経
済
の
物
質
的
鉴
礎
が
形
成
さ
れ
、
社
会
主
義
経
済
自
体
の
法
則
性
を
も
つ
.%
.の
と
し
て
社
会
的
労
働
支
出
が
独
立
採
算
制
の
国
営
企
業
の 

下
で
効
率
的
に
配
分
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
メ
力
ニ
ズ
ム
の
確
立
が
要
請
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
、
社
会
的
労
働
支
出
が
、
"
た 

ゆ
み
な
い
労
働
生
産
性
^
向
上
"
を
、
社
会
主
義
経
済
の
も
つ
歴
史
的
形
態
で
実
現
す
る
こ
と
を
ふ
く
む
い
わ
ば
独
自
の
.
^

u
^

が
^
只
^-
'
に
n
ハ
 

っ
た
郇
袼
形
成
メ
カ
'
!ズ
ム
の
登
場
は
ス
タ
ー
リ
ソ
論
文
の
、
社
会
主
義
的
計
画
化
の
実
現
に
お
け
る
主
観
的
偏
向
の
妥
当
な
批
判
、
客
観
的
経 

埼
去
則
と
そ
の
体
系
化
確
認(——

広
義
の
経
済
学
成
立
の
驻
盤)

の
系
譜
を
本
格
的
に
展
開
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
対
立
す
る
価
格 

杉
成
湛
準
の
論
争
は
、
実
は
そ
の
自
律
的
メ
カ

一一ズ
ム
樹
立
の
必
要
性
を
暗
黙
め
前
提
に
お
い
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
社
会
主
義
的
再
生
産
軌 

道
の
確
立
と
後
進
性
脱
皮
、
経
済
規
模
拡
大
に
伴
う
中
央
集
権
的
管
理
方
式
の
デ
ィ
ス
セ
ン
ト
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
づ
け
の
中
で
、
自
主
性 

を
強
め
た
国
営
企
業
の
独
立
採
算
制
の
強
化
が
、
社
会
的
労
働
支
出
の
経
済
計
算
を
、
よ
り
合
理
的
に
行
う
必
要
性
、
し
か
も
菽
本
建
設
投
資
の 

投
資
順
位
は
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
効
率
化
を
規
定
し
、
実
現
す
る
単
位
は
、
各
澍
門
内
の
個
々
の
姐
立
採
算
讯 

に
立
つ
企
業
で
あ
る
こ
と
.か
ら
、
物
質
的
刺
激
を
織
り
こ
ん
だ
価
格
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

そ
し
て
：そ
の
中
で
実
現
さ
.れ
る
の
は
、「

労
働
に
応
じ
た
分
配」

で
あ
る
。
そ
の
労
働
が
つ
く
り
出
し
た
価
値
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る
の
か
、「

具
体
的
な
、
 

社
会
的
に
有
用
な
形
態
で
の
也
き
た
労
働
の
量
に
比
例
し
て」

分
配
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
分
配
源
衆
の
、
個
人
的
必
要
労
働
の
フ
ァ
ン
F 

S響
銀
フ
ァ
ン 

ド)
(

V)

の
、
絶
え
ざ
る
生
活
水
準
の
上
昇
を
も
織
り
こ
ん
だ
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
は
、
原

価(

C

+

V

)

の
大
い
さ
と
つ
く
力
.出
さ
れ
る
M

そ
し 

て
そ
の
附
加
さ
れ
る
部
分
の
大
い
さ
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
価
格
論
の
一
つ
の
環
を
い
み
す
る
。
更
に
、
前
稿
で
し
ば
し
ば
ふ
れ
た
よ
う
に
、
所
謂「

社 

会
主
義
社
会
の
商
品
経
済
と
細
値
法
則」

論
者
が
、
共
産
主
義
段
階
に
そ
の
消
滅
を
と
く
と
き
、
そ
の
段
階
へ
の
移
行
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
分
配
原
則(

労
働 

に
応
じ
て
か
ら
欲
望
に
応
じ
て)

〈

決
し
て
ー
部
の
ぃ
ぅ
ょ
ぅ
に
4 1

産
カ
水
準
そ
の
も
の
で
は
か
る
こ
と
は
出
来
な
ぃ
> 
で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。

伽

値

船

格

4
産
価
格
晋
価
格
の
い
ず
れ
の
方
式
を
と
る
か
は
、
M
を
何
に
比
例
さ
せ
て
；£
家

?'」

と
が
、
総
社
会
的
労
働
支
出
を
最 

も
反
映
し
、
か
つ
も
ろ
も
ろ
の
自
律
的
価
格
形
成
メ
カ
-
ズ
ム
の
要
請
す
る
要
因(

既
述)

を
ふ
く
む

<
社
会
主
義
経
済
構
造
の
反
映
で
あ
る
>
、
 

f
p*
仙
格
笋
宠
に
つ
ら
な
る
か
と
し
う
問
題
設
定
に
か
か
.わ
る
。
現
実
の
社
会
主
義
経
済
の
計
画
化
を
運
用
、
実
現
す
る
た
め
の
最
も
中
心
的 

な
こ
の
課
题
は
そ
の
を
算
の
方
式
を
わ
け
る
論
理
の
た
て
方
が
、
社
会
主
義
経
済
の
下
に
お
け
る独

. ；E
!

の
労
働
支
出
計
算
の
法
則
性
を
う
ち
た 

て
る
生
き
た
労
働
と
過
去
労
働
の
意
義
と
位
置
づ
け
に
麗
す
る
か
ら
、
客
観
的
法
則
性
抽
出
の
た
め
に
、
又
政
策
庚
現
の
た
め
に
、
む
し
ろ
す 

く
れ
て
重
要
で
あ
っ
て
も
、
本
論
の
目
標
か
ら
す
れ
ば
、
社

塗

麗

済

の

下

に

お

け

る

、

部
門
別
配
分
Q

K
的
処
理
の
方
法
群
に
す
ぎ 

な
し
資
本
主
義
経
済
の
中
で
は
假
値
法
則
が
必
然
的
に
生
産
価
格
の
法
則
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、

「

価
値
と
価
格
の
乖
離」

が
、
総
邡
鼓
卩
^
而 

格
と
し
て
復
位
す
る
中
で
佃
値
法
則
の
貫
徹
が
実
現
す
る
。
社
会
主
義
経
済
で
は
資
本
主
義
経
済
よ
り
も
っ
と
多
額
の
社
会
的
投
资
が
想
定
さ 

れ
、
技
術
装
備
度
が
高
く
な
る
か
ら
、部
門
別
篇
度
の
相
違
に
よ
っ
て
、単
位
労
働
時
間
当
り
異
っ
た
生
産
物
量
を
生
産
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ 

に
比
例
す
る
た
け
の
社
会
的
労
働
支
出
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
_

、
す
な
わ
ち
、
生
産
物
の
社
会
的
労
働
畜
の
評
贵
は
、
各 

各
企
業
P
で
直
接
要
費
し
た
露
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ず
、
全
社
会
的
に
測
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

M
が
装
靈
に
比
例
し
て
計
算
さ
れ
る 

べ
き)

メ

カ

一
一
ズ
ム
は
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
価
値
を
直
接
基
準
と
す
る
単
純
商
品

交
換〈

価
値
の
形
成
と
実
現〉

に
対
す
る
、資
本
主
義
経
済
の
、
 

社

産
価
格
メ
カ
二
ス
ム
に
、
そ
れ
，1£
}
休
と
し
て
は
類
比
さ
る
べ
き
条
件
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
、

生
産
価
格
論
者
の
主
張
の
、
カ
テ
ゴ
リ

ー
、

ノ
ミ
ツ
ル
論
争
を
脱
皮
し
、
最
適
価
格
論
形
成
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
意
義
が
解
明
さ
れ
る
と
す
れ
ば
そ
の
限

り

で

ま
こ
と
に
妥

当

で

あ
る
。

又 

* -
.価
値
と
価
格
の
乖
離」

を

「

価
格
政
策
に
よ

る
国
民

所

得

の

丙

分
配」

に
よ
っ
て
回
復
さ
せ
る
こ
と
で
解
決
さ
せ
ず
、
価
格
形
成
メ

カ

-
一ズ
ム 

と
し
て
考
察
す
る

こ
と
も
亦
、
客
観
的
法
則
性
の
体
系
化
、
社
会
主
義
経
済
学
成
立
の
段
階
的
成
果
と
考

え

ら

れ

る

。

し
か
し
、
こ
の

帰
属
す
る 

M
の
大
し
さ
と
い
う
収
益
率
の
鍵
と「

生
産
邮
格」

概
念
は
、
そ
れ
自
体
の
発
想
形
式
が
、
本
来
、
そ
^
'
®
本

的

前

提

を

讓

し

た

資

本

義 

メ

カ

M

ズ

ム

の

ア
ナ
ロ
.ジ
ー
に
よ
る

点
に
お

い

て

、

換
言
す
れ
ば
そ
の
収
益
率
と
、
し
た
が
っ
て
生
産
価
格
の
大
い
さ

を
決
定
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム 

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る「

価
値」

.「

価
格」

と「

地
代
11
-

3
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三

八

(

六
六
六)

の
、
す

で

に

述

べ

た

如

き

、
体

系

的
•

本

質

的

相

違

に

よ

っ

て

、
社
会
的
労
働
支
出
の
計
算
に
課
せ
ら
れ

た

共

通

性

は

茲

本

的

に

區

別

さ

れ

ね

ば

な
ら
な
い
。

社

会

主

義

経

済

の

下

で

、
そ

れ

は

、
〃「『

労

働

価

値

説』
(

と
は
生
産
物
が
、
そ
れ
に
投
下
さ
れ
た
労
働
贵
を
規
準
に
交
換
さ
れ
る
、

と
い
う
原
則

に
た
つ
説
と
措
定
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
前
稿
で
ふ
れ
た
.よ
う
に
価
値
法
則
と
は
、
そ
の
よ
う
な
等
価
交
換
原
則
そ
の
も
の
で
は
全
く
な
い)

と
数

学
的
方
法
と
の
整

合

に

よ

る」

、
最

適

価

格

論
"

に

と

っ

て

か

わ
ら
れ
る
こ
と
で
、
社

会

的

労

働

支

出

の

、
同

一

部

門

間

、
異

部

門

間

に

お

け

る

、
先
の
法
則
性
に
し

た

が

っ

て

計

算

さ

れ

た

大

き

さ

を

計

画

価

格

の

基

礎

に

す

え

る

(

犬
い
さ
は
自
律
的
な
存
在
と
し
て
の
価
格
形
成
原
則
に
規
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
法
则
他
の
利

川
で
あ
っ
て
、
願
倒
し
て
人
問
を
規
定
す
る
よ
う
な
位
置
づ
け
に
は
全
く
な
い)

メ
ヵ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
、
の
実
現
で
あ
り
、
資
本
主
義
経
済
の
価
値
法
則
の
実

(

注
5
}

现——

価

値

と

価

格

の

乖

離

と

そ

の

復

位
——

と

全

く

区

別

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

。

尚

本

論

の

課

題

は

主

と

し

て

ソ

ビ

H

ト

に

お

け

る「

社

会

主

義

経

済

学」

形

成

の

位

置

づ

け

、
広

義

の

経

済

学

、
の
意
_

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に 

あ

る

の

で

、
中

国

に

お

け

る

商

品

生

産

価

値

法

則

論

、
利

潤

論

争

批

判

自

体

の

扱

い

方

の

問

題

と

そ

の

関

速
.に

つ

い

て

は

次

の

機

会

と

し

て

い

る

。

(

注
1)

藤
|1
!

整

「
『

価

格』

の
諸
問
題」

(

副
鳥
種
典
編)

『
ソ
ビH

ト
経
済
の
歴
史
と
理
論』

一
二一

頁
以
下
。

同

r

社
会
主
義
経
済
と
価
値
法
則』

一
二
七
頁
。

(

注
2)

岡

稔『

計

画

経

済

論

序

説

』

一
五
九
頁
、

一
一
〇

五
頁
。

(

注
3)

「

ト
ゥ
レ
ッ
キ
I
は
^

実
上
、
価
格
を
決
定
す
る
さ
い
の
唯
一
の
規
準
は
価
格
政
策
だ
と
考
え
て
い
る」

(

丑
.

コ
ン
ド
ラ
シ
ヱ
フ)

。

更
に
？：！
 

• 

A 
•
ソ
ー
ボ
リ
の
い
う
よ
う
に
、「

こ
れ
ら
の
経
済
学
者
は
価
値
と
価
格
の
恣
意
的
な
乖
離
を
正
当
化
す
る
た
め
に
価
値
法
則
を
利
川
し
う
る
か
ぎ
り
に
お 

い
て
価
値
法
則
を
認
め
る
が
、
価
格
が
労
働
支
出
を
反
映
す
る
こ
と
を
価
値
法
則
が
要
求
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
価
値
法
則
に
反
対
す
る」

と
す
る
の
は
®
だ
興
味
あ 

る
指
摘
で
あ
る
。

(

注
4)

「

各
種
の
生
産
物
の
価
格
へ
の
総
剰
余
生
産
物
価
値
の
配
分
を
規
定
す
る
法
則
は
存
在
し
^ .

い」
(

B
 

•ミ
ン
ッ)

と
い
う
主
張
が
、
法
則
性
の
存
在
m

体
の
西
宠 

に
よ
っ
て
総
剰
余
生
産
物
価
値
が
実
現
さ
え
す
る
な
ら
、
ど
の
部
門
、
ど
の
ル
ー
ト(

た
と
え
ば
取
引
税
の
よ
う
な)

で
も
よ
く
、
従
っ
て
価
格
は
価
格
政
策
に
よ
っ
て 

決
定
し
う
る
、と
す
る
〃
旧
政
策
"

的
考
え
方
な
の
か
、
社
会
主
義
経
済
の
基
本
的
特
質
が
、資
本
主
義
の
利
潤
率
の
均
等
化
法
則
を
通
じ
て
総
剰
余
生
産
物
価
値
が
、
資
本 

一
投
下
雄
位
当
り
平
均
利
潤
と
し
て
焐
属
す
る
に
至
る
メ
ヵ1

一
ズ
ム
で
各
生
産
物
の
価
格
に
ふ
く
ま
れ
る
、
と
い
う
自
#
的
配
分
の
法
則
に
規
定
さ
れ
な
い
点
に
あ
る
こ 

と
を
強
調
し
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
、
各
生
産
物
に
総
剰
余
生
産
物
価
値
を
ど
の
よ
う
に
ふ
く
ま
せ
た
価
格
を
計
画
す
る
こ
と
が
、
最
も
社
会
的
労
働
支
出
の
効
率
を 

高
め
う
る
か
、
と
い
う
法
則
性
を
意
識
し
て
い
な
い(

問
題
提
起
し
て
い
な
い)

、

或
い
は
杏
定
し
て
い
な
い
の
か
さ
だ
か
で
な
い
。
し
か
し
、
ま
さ
に
、
社
会
主
義
の

総
伽
格
が
総
原
価
と
剰
余
か
ら
な
る
に
し
て
も
、
現
行
の
ホ
ズ
ラ
シ
チ
r

ト
制
の
下
で
、

部
門
別
、
企
業
別
の
価
格
形
成
が
、
"
政
策
的
"
、

総
決
算
的
方
式
に
決
め 

ら
れ
る
以
上
の
原
則
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
社
会
主
義
経
済
に
お
い
て
、
広
義
の
経
済
学
の
対
象
と
な
る
、
そ
れ
自
体
の
法
則
性
の
否
定
に
つ
な
が
り
に
、

更
こ
、
i

 

ぱ
、
労
働
力
配
分
の
法
則
の
存
在
の
否
定
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
わ
れ
る• 

'

(

ぉ
5)

ォ
稿
校
正
時
に
公
け
に
さ
れ
た
藤
整「

商
ロ
£
物
神
性
と『

社
会
主
義
商
品』

論」
「

経
済
学
雑
誌」

第
五
八
卷
第
五
号
は
鋭
く
こ
の
論
点
を
つ
い
て
い
る
。

理

解

に

よ

れ

ば

「

.
自
然
的

^ '
备

||
'
が

¥ '
^ '
^ >
さ
ル
う
る
こ
と
ル
ま
へ
た
く
別
と
し
ハ
も
、

こ
か
昏
昏

% '
^ '
1
か

^ '
蒼

'^
'
2 '
オ

配
と
関
於
レ
で
ぃ
^

^:
、
レ

た

が

^:
そ

た

、

む

l
r'
、
f'
b
^'
奮

：j

n
艺

，d

n

。
た
だ
、
社
会
的

労

働

力

肥

沃

度

の

異

な

る

土

地

を

耕

す

と

い

う

こ

と

は

の

こ

る

で

あ

ろ

う

。

そ

の

さ

い

、

も

ち

い

ら

れ

る

労

働

の

；̂

異

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

こ 

の

労

働

は

す

へ

て

の

等

級

で

よ

り

生

産

的

に

な

り

う

る

。

し

か

し

よ

り

惡

い

土

地

の

要

す

る

労

靈

が

、

ブ

ル

ジ

ョ

ァ

の

ば

あ

い

の

よ

う

に

、
 

よ

り

良

い

土

地

も

よ

り

多

く

の

労

働

を

も

っ

て

支

払

わ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

よ

う

な

こ

と

を

け

っ

し

て

ひ

き

お

こ

さ

な

い

で

あ

ろ 

う
。

む

し

ろ

最

優

良

地

で

節

約

さ

れ

た

労

働

は

優

良

地

の

改

良

に

、
優

良

地

で

節

約

さ

れ

た

労

働

は

劣

等

地

の

改

畏

に

利

用

さ

れ

る

で

あ

ろ 

う
。

そ

こ

で

、

土

地

所

有

者

に

よ

っ

て

食

わ

れ

る

唆

本

は

全

部

、
土

地

労

働

の

平

準

化

と

、
農

業

一

般

に

充

用

さ

れ

る

労

磡

の

減

少

と

に

役

だ 

つ
で
あ
ろ
う」

と

い

う

。

す

で

に

述

べ

て

来

た

よ

う

に

、
古

典

的

理

解

に

お

い

て

は

、

生

産

手

段

の

私

的

所

有

の

根

源

的

揚

棄

が

実

現

さ

れ

た

社

会

主

義

社

会

に

お

い 

て

商

品

生

産

は

な

く

な

り

、
生

産

物

は

価

値

形

態

を

と

る

こ

と

な

く

、
直

接

労

働

時

間

を

基

準

と

し

て

交

換

さ

れ

、
価

格

が

価
値
の
貨

幣
的

表 

現

で

な

く

な

る

そ

れ

と

と

も

に

、
農

業

部

門

に

お

い

て

も

価

格

が

な

く

な

れ

ば

、

「

m '
^ '
M '

き

か

を

配

と

.
き

レ
r '

い
か」

差

額

地

代

も

ま

た

、
 

「

資

本

主

義

的

生

産
>

と

も

に

な

く

な

る」

こ

と

に

な

っ

て

い

た

。

(

当

然

の

こ

と

な

が

ら

)

重

要

な

点

は

、
社

会
主
義

的
自

然
改
造
の
結
果
と 

し

て

の

「

_

然

的

な

差

異

の

平

準

化」

の

推
進

と

は

全

く

別

に

、
差

額

地

代

の

存

在

は

市

場

価

格

の

支

配

と

関

速

し

て

、
消
滅
が
措
定
さ
れ
た
こ 

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る「

価
値」

•「

価
格」

と「

地
代」

㈡
 

三

九

(

六
六m



四
〇

C

六
六
八)

と
で
あ
る

と
こ
ろ
が
上
述
ひ
よ
う
に
、
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
容
認
が
現
わ
れ
、''
-更
に
ニ
九
五
六
年
の
ス
タ
I
リ
ン
批
判
の 

波
の
中
で
全
面
的
商
品
説
と
し
て
展
開
し
：
社
会
主
義
経
済
自
体
の
、「

古
典
か
ら
与
え
ら
れ
た
原
理
、
に
よ
る
，「

一
般
規
定」

か
ら
す
る
次
元 

と
は
異
っ
た
と
こ
ろ
で
、
社
会
主
義
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
分
析
対
象
と
し
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
方
法
論
の
質
的
転
換
が
行
わ
れ
た
。
表
現 

に
問
題
は
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
質
的
転
換
が
必
ず
し
も
古
典
的
命
題
と
対
立
す
る
も

の
で
な
い
こ
と
は
、
広
義
の
経
済
学
の
位
置
つ
け
と
関
連
し 

て
ふ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ス
タ
ー
リ
ン
の
.

『

経
済
学
の
諸
問
題』

の
提
起
し
.た
、
社
会
主
義
経
済
の
二
つ
の
所
有
制
、
二
つ
の
所
有
制 

に
根
拠
を
求
め
た
社
会
主
義
に
お
け
る
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
容
認
は
、
そ
の
後
の
転
換
へ
の
.経
緯
を
ふ
く
め
て
、
差
額
地
代
論
に
関
し
て 

も
、
古
典
的
命
題
に
違
和
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る(

た
と
え
ば
.副
岛
種
典
氏
の
差
額
地
代
に
関
す
る
所
説)

。

ス
論
文
に
贯
か
れ
て
い
る『

経
済
学
教
科
書』

(
第
二
版
ま
で)

に
お
い
て
は
、
社
会
主
義
経
済
が
成
立
し
て
も
、
社
会
主
義
的
所
有
の
二
つ
の 

形
態
が
存
在
す
る
間
は
、「

商
品
生
産
と
価
値
法
則」
は
存
在
し
、

コ
ル
ホ

ー

ズ

企
業
の
生
産
物
は「

商
品」

で
、

国
民
所
得
の
再
分
配
的
性
格 

を
ふ
く
ん
だ「

価
格」

の
务
,
か
>
に
あ
る
こ
と
に
な
る(
耕
種
の
転
換
は
価
格
政
策
を
通
じ
て
行
わ
れ
た)

。

従
っ
.て
、

古
典
的
命
題
に
則
り
つ
つ
独 

自
的
敷
衍
を
行
う
特
徴
は
こ
こ
で
も
発
揮
さ
れ
、
差
額
地
代
は
、「

コ
ル
ホ
ー
ズ
に

は
差
額
地
代
を
形
成
す
る

経
済
的
条
件
と
自
然
的
条
件
が
あ 

る」

か
ら
存
在
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
"差
額
地
代
"
部
分
が
ど
こ
に
掃
属
す
る
か
、
は
別
問
題
で
あ
っ
て
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
所
有
制
度
の
下
で 

差
額
地
代
を
形
成
せ
し
む
べ
き
如
何
な
る
於
知
命
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
古
典
的
命
題
を
敷
衍
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
、
を
解
明
せ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
自
然
条
件

-
各
耕
地
の
生
産
性
の
差
等
お
よ
び
位
置
の
差
等
-

-
そ
の
も
の
の
存
在
.は
、
決
し
て
差
額
地

代
形
成
の
直
接
的
原
因
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
"商
品
生
産
"
で
あ
り
、
特
定
の
.生
産
物
が
、
土
地
に
よ
る
労
働
生
産
性
の 

相
違
を
反
映
し
、
限
界
原
理
に
よ
っ
て
し
か
価
格
形
成
が
行
わ
れ
だ
い
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
中
に
在
る
の
で
あ
る
。

古
典
的
理
解
に
よ
れ
ば
、「

資
本
制
的
生
産
が
組
合
に
よ
っ
て
代
位
さ
れ
て
も
生
産
物
の
価
値
は
不
変
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
同
一

種
類
の
諸
商
品
に
と
っ
て
の
市
場
価
格
の
同
一
性
は
、
資
本
制
的
生
産
様
式
の——

又
総
じ
て
個
々
人
の
間
の
商
品
交
換
に
も
と
づ
く
生
産
の 

蔽
礎
上
で
做
値
の
社
会
的
性
格
が
自
ら
を
貫
徹
す
る
株
式
で
あ
る」

(

前
稿
参
照)

。
だ

か

ら「

自
然
条
件
の
不
等
性
に
よ
る
、
同
ー
投
下
労
勸 

贵
に
対
す
る
異
な
っ
た
生
産
物
量」

は
、
必
ず
し
も
個
別
的
生
産
価
格
と
社
会
的
生
産
価
格
の
差
額
と
い
う
形
の
超
過
利
潤
を
形
成
す
る
と
は
い 

え
な
い
と
同
時
に
、
そ
の
価
格
形
成
原
則
が
如
何
な
る
法
則
性
の
上
に
立
と
う
と
、
価
格
の
同
一
性
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
常
に
一
部
か
大
部
兮
の 

よ
り
優
等
な
条
件
を
も
つ
土
地
に
投
下
さ
れ
る
フ
ァ
ン
ド
に
"差
額
地
代
"
た
る
固
定
化
さ
れ
う
る
超
過
利
潤
が
形
成
さ
れ
う
る
。
そ
れ
は
社
会 

主
義
的
国
民
経
済
に
お
け
る
一
個
の
経
営
主
体
の
下
で
生
産
が
行
わ
れ
て
、
■「

優
良
地
で
節
約
さ
れ
た
労
働
が
劣
等
地
の
改
良
に
使
用
さ
れ」
、
 

そ
の
経
営
内
の
生
産
.価
格
が
企
業
採
算
の
中
で
平
か
化
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
場
合
を
除
い
て
は
。
従
っ
て
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
f
e業
の
農
産 

物
生
産
の
経
済
的
条
件
が
差
額
地
代
を
形
成
す
る
と
い
う
時
、
そ
の
経
済
的
条
件
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
所
有
が
商
品
生
産
存
立
の
基
•礎
で
あ
る
か
ら 

で
は
な
く
地
帯
旯
假
格
形
成
耍
因
が
刺
で
あ
る
と
は
い
え
、「

自
然
条
件
の
不
等
性
に
よ
る
同
一
の
投
下
労
働
量
に

対
す
る
異
な
っ
た
生
産
物 

量」

の一

单
位
が
、独
立
採
算
性
に
た
つ
経
営
主
体
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
.も
の
で
あ
る
た
め
.に
、
限
界
原
理
に
規
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
点
に

あ 

る
。
す
な
わ
ち
、
"差
額
地
代
〃
を
形
成
さ
せ
る
要
因
は
、：
独
立
採
算
制
を
前
提
と
し
た
、(

多
元
的)

.費
用
価
格
の
限
界
原
理
に
よ
る
決
宏
で
あ
る 

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
所
有
の
揚
棄
し
た
の
ち
国
営
農
場
で
も
、
又
コ
ル
ホ
ー
ズ
所
有
の
残
存
す
る
段
階
の
ソ
フ

ォ
ー
ズ
で
も
、
そ
の 

条
件
は
充
た
さ
れ
.て
い
る
こ
と
と
な
る
。
差
額
地
代
部
分
の
形
成
の
論
証
に
そ
の
帰
属
の
方
向(

j

部
国
家
、
一
部
企
業)

は
不
要
で
あ
る
。

•
.

従
っ
て
、「

社
会
生
義
の
下
で
劣
等
な
生
産
条
件
は
存
在
し
な
い
。
あ
る
の
は
劣
等
な
労
働
だ
け
だ」

と
し
て
、
社
会
主
義
政
権
の
確
立
し
た 

土
地
国
有
化=

社
会
化
の
下
で
は
.「

私
的
土
地
所
有
の
下
に
お
け
る
よ

.

う
な
、

土
地
の
有
限
性
や
土
地
種
類
の
差
異
は
存

在

し

な

い」

か

ら

、
 

「

社
会
主
義
の
も
と
で
は
工
業
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
農
業
，に
お
い
て
も
、
生
産
物
の
■社
会
的
価
値
は
平
均
的
生
産
条
件
の
も
と
で
の
生
産
費 

に
よ
っ
て
決
萣
さ

れ

る

。

こ
れ
に
反
対
す
る

論
者
の
見
解
は
、
社
会
主
義
的
計
画
経
済
の
特
質
の
過
小
評
価
お
よ
び
資
本
主
義
と

社
会
主
義
の
も 

と
で
の
価
格
形
成
過
程
の
同
一
视
に
蓝
づ
い
て
い
る」

(

ソ
コa

フ)

と
す
る
考
え
方
、
又
、
.社
会
主
義
の
も
と
で
の
土
地
生
産
物
の
.価
格

は「

M 

社

会

主

義

経

济

に

お

け

る

「

価

値」•
「

価

格J

と「

地

代」

㈡ 
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(

六
七
〇)

値
法
則
に
し
た
が
っ
て
利
用
さ
れ
る
土
地
の
全
地
所
の
平
均
と
し
て
形
成
さ
れ
、
種
々
な
る
地
所
で
の
個
別
的
支
出
か
ら
の
価
格
の
背
離
は
相
殺 

さ
れ
る」

(
ス
ト
ゥ
ル
ミ
リ
ン)

、「

資
本
主
義
の
も
と
で
の
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
が
存
在
す
る
結
果
と
し
て
成
立
す
る
市
場
価
格
が
作
用
し 

え
な
い
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
農
産
物
は
当
該
農
産
物
の
大
部
分
を
生
産
し
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
支
出
さ
れ
た
平
均
的
労
働
時
間
の
大
い
さ 

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る」

(

マ
ル
コ
フ)

と
す
る
平
均
原
理
的
考
え
方
は
、

土
地
の
優
等
条
件
の
制
限
.

(

自
然
条
件)

と
独
立
採
算
制(

経
済
的
条
ft
-)

の
も
つ
意
味
を
等
閑
視
し
て
い
る
点
の
み
な
ら
ず
、
資
本
主
義
経
済
と
社
会
主
義
経
済
の
差
別
性(

価
格
形
成)

の
み
に
視
点
を
お
く
、
先
に
述
べ 

た
、
社
会
主
義
の
一
般
規
定
か
ら
の
解
釈
か
ら
出
て
は
い
な
い
こ
と
が
、
限
界
原
理
の
飛
躍
的
否
定
を
ひ
き
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
所
有
の
二
形 

態
で
な
く
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
企
業
に
よ
る
経
営
独
占
で
な
く
、
た
と
え
国
営
企
業
で
も
独
立
採
算
制
を
と
る
こ
と
で
、
土
地
所
有
者
た
る
国
家
に
対 

し
て
も
、
又

他

の(

国
営
、
集
団
的)

企
業
に
た
い
し
て
も「

経
済
的
自
主
制」

に
お
い
て
、
異
っ
た
労
働
量
に
よ
る
異
っ
た
個
別
的
生
産
支
出
は 

相
殺
さ
れ
え
な
い
。
又
地
帯
別
価
格
決
定
圏
の
縮
小
、
企
業
別
累
進
所
得
税
に
よ
る
差
額
地
帯
部
分
の
国
庫
吸
収
、
再
投
資
シ
ス
テ
ム
が
強
化
さ 

れ
、
各
企
業
間
の
生
産
性
格
差
が
縮
小
の
方
向
に
あ
っ
て
も
、
独
立
採
算
制
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
自
体
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
は
、
平
均
原
理
と
そ
の
モ 

デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー

シ

ョ
ン
は
農
業
部
門
で
貫
徹
し
え
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

又
、
独
立
採
算
制
の
下
で
各
生
産
性
の
異
る
企
業{

J
j
o
r

個

別

的

価

値

^

準
 

で
価
格
が
成
立
す
る
、
実
現
不
能
か
つ
無
意
味
な
繁
雑
さ
の
中
に
お
い
て
の
み
、
限
界
原
理
の
上
で
、"差
額
地
代
"
部
分
の
形
成
が
み
ら
れ
な
い 

こ
と
に
な
る
。

㈡
の
㈠
で
述
べ
た
、
過
渡
期
経
済
学
の
対
象
と
な
る
時
期
、
す
な
わ
ち
、
生
産
手
段
の
非
社
会
主
義
的
所
有
の
残
存
と
、
そ
れ
に
伴
ぅ
私
的
商 

品
経
済
の
部
分
的
残
荏
を
前
提
と
し
た
、
価
格
形
成
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
、
地
代
範
疇
の
残
存
な
い
し
遺
制
の
具
体
的
存
在
•
消
滅
を
前
提
と
し
た
段
階 

に
お
け
る「

差
額
地
代」

論
と
し
て
、
中
国
の
、
合
作
社
に
お
け
る
土
地
報
酬
の
本
質
規
宏
が
あ
る
。
又
、
土
地
お
よ
び
生
産
手
段
の
集
団
的
所 

有
の
下
に
お
け
る「

差
額
地
代」

論
と
し
て
、
人
民
公
社
の
下
に
お
け
る
差
額
的
収
益
と
そ
の
帰
属
の
問
題
が
あ
る
が
、
論
点
の
構
成
上
、
更
に 

別
な
機
会
に
譲
る
。

社
会
主
義
の
ま
で
，
盖
ぎ
地
代
"

を
成
立
せ
し
め
う
る
直
接
的
契
機
を
、

「

一
般
的
条
件
と
し
て
は
社
会
主
義
の
も
と
で
も
な
お
存
在
す
る
⑴
土
地
の
有
肢

性(

優
良 

れ)

(2

土
^
の
盛
&

お
よ
び
位
置
の
差
異
■
接
的
原
因
と
し
て
は
同
様
に
社
会
主
義
の
も
と
で
も
存
在
す
る
、

⑴
所
有
の
二
形
態
と
、
2}
商
5?
,
上
産
=

|1
1
1,-
1

&
^
: 

を
あ
げ
る」

ボ
ル
ゴ
フ
や
コ
ヴ
ァ
レ
ヴ
ァ
説
は
同
様『

経
済
の
諸
問
題』

段
階
の
限
界
の
農
業
理
論
部
門
に
お
け
る
反
映
と
.み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
宮
I

『

ソ
ビ 

ト
農
産
物
価
格
論』

.

 

㈤

.
'

Hr
J
I
i

「

価

-(
1
假
格」

と

「

生
産
佃
格」

論
今
は
、
“
社
会
主
義
経
済
の
西
生
産
軌
道
の
十
分
な
確
立
、
設
定
さ
れ
る
論
理
の
立
脚
点
の
歴
史
的 

性
格
を
認
識
し
な
い
時
点
で
の
、
従
っ
て
、
⑵
社

会

主

證

済

、
と

い

う

"概
念
"
を
充
た
す
必
要
条
件
の
充
足
か
ら
引
出
さ
れ
る
靈
と
、
実 

在
す
る
経
済
構
造
の
独
向
的
法
則
性
の
把
握
と
い
う
異
っ
た
次
元
か
ら
く
る
問
題
設
定
の
混
在
の
整
理
過
程
と
も
見

る

こ
と
が
出
来
る
。
社
会
主 

義
経
済
に
お
け
る
商
品
生
産
と「

価
値」

.「

価
格」

論

争(

ス
タ—

リ
ン
論
文(( 一

九
五
二
年))

I r

経
済
学
教
科
書』

第
三
版)

、「

価
値
面
格」

論
の
系
it 

は
、
"古
典
的
命
題
、
生
産
手
段
私
有
の
揚
棄
丨
商
品
生
産
の
揚
棄
i
価
値
形
態
を
と
る
こ
と
な
く
、
生
産
物
は
直
接
的
に
社
会
化
さ
れ
た
労p

 

聍
=£; 与

位
で
交
換
さ
れ
る
"
に
足
が
か
り
を
お
き
つ
つ
、
し
か
も
実
在
す
る
社
会
主
義
経
済
構
造
の
下
に
要
請
さ
れ
る
、
社
会
的
労
働
の
効
率
的 

配
分
の
合
法
則
性
の
追
求
を
志
向
す
る
プu

セ
ス
の
矛
盾
と
み
る
こ
と
、̂
,出
来
る
。

軍

純

商

品

唐

的

意

味

で

の「

価
値」

ど
お
り
の
価
格
、
と
し
て
社
会
主
義
の
価
格
形
成
_
準
を
考
ぇ
る
人
々
に
お
い
て
は
、
商

品

畫

と

肺 

C
法
則
を
論
議
す
る
前
提
と
し
て
、
生
産
手
段
の
私
有
の
根
源
的
揚
棄
と
い
う
よ
り
は
、
資
本
主
義
的
私
的
所
有
と
そ
れ
に
驻
づ
く
資
本
主
義
的 

商
品
生
産
の
揚
楽
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
の
、特
宠
の
生
産
様
式
に
固
有
の
法
則
と
、
い
く
つ
か
の
生
産
様 

式
を
通
L
て
f
用
す
る
法
只
と
し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
価
値
法
則
と
商
品
生
産
を
後
者
に
規
定
し
た
こ
と
と
関
速
す
る
と
思
わ
れ
る
。
 

ス
タ
ー
リ
ン
論
文
と
こ
れ
に
つ
づ
く『

教
科
書』

第
二
版
ま
で
は
、
古
典
的
命
題
に
規
定
さ
れ
た
商
品
生
産
と
価
値
法
則
に
つ
い
て
の
概
念
か
ら 

は
な
れ
ず
、
社
会
主
義
経
済
に
固
有
の
社
会
化
さ
れ
た
二
つ
の
所
有
形
態
の
存
在
に
、
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
〃
商
品
生
産
と
価
値
法
則
"(

消 

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る「

価
値」

•
「

価
格」

と「

地
代」

㈡ 

四

三

(

六
J
一)



四

四

(

六
七 
一一)

费
財
生
産(

主
と
し
て
.農
業)

に
限
ら
れ
る
*コ
ル
ホ
ー
ズ
企
業
と
国
家
又
は
国
営
企
業
と
の
間
の
生
産
物
交
換)

||
'
#'
の
根
拠
を
求
め
、

コ
ル
，ホ
ー
ズ
勺
所
有
の
消
 ̂

(

そ
れ
を
I

す
る
の
は
コ
ル
ホ
丨
ズ
企
業
の
生
産
性
増
大
.
国
黨
場
へ
の
転
化)

.が
'
"商
品
生
産

•
価
値
法
則
"
の
作
用
の
終
焉
を
意
味
し
た
。
そ
の
論
理 

は

村

会

^
義
経
済
に
原
則
的
に一

一
つ
の
所
有
制
を
固
有
な
も
の
と
し
て
規
定
し
た
こ
と
、
社
会
化
さ
れ
た
一
一
つ
の
所
有
制
の
下
に
あ
る
企
業
間 

の
生
産
物
交
換(
又
は
コ
ル
ホ
丨
、ス
企
業
と
国
家)

を
、
相
対
す
る
私
的
所
有
の
下
に
.お
け
る
企
業
間
の
交
換(

異
っ
た
所
有
主
体
間
の
交
換)

に
類
比
し 

た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
生
産
物
の
う
ち
消
費
財
の
一
部(

主
と
し
て
農
産
物)

を
商
品
と
し
、

他
を
商
品
の
上
被
を
'か
ぶ
っ
た
も
の
と
す
る
不
铳
ー 

な
措
定
に
お
ち
い
り
、
論
理
の
根
拠
を
ニ
つ
の
所
有
制
か
ら
移
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
、( 『

教
科
書』

第
三
版
以
後)

次
い
で
そ
れ
を
契 

機
と
し
て
全
面
商
品
説
、
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
"価
値
法
則
"
の
本
来
的
容
認(

=

生
産
手
段
の
私
的
所
有
の
根
源
的
揚
棄
と
価
値
法
則
の
茌
在
と
の 

絶
縁)

と
そ
の
羽
用
論
と
い
う
形
で
の
批
判
、
更

に

新

た

な

論

理

Economics) 

(

M

'ド
ッ
ブ)

と
し
て
展
開
す
る• 

wlf
i
i値
法

則

論

自 

体
か
ら
の
脱
皮
•
の
展
開
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
に
至
る
。
商
品
生
産
と
価
値
法
則
を
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
と
社
会
的
分
業
と
い
う
古
典
 ̂

命
題
の
立
論
の
根
拠
か
ら
、
そ
し
て
商
品
生
産
の
論
証
が
価
値
法
則
を
ひ
き
出
す
と
い
う
点
で
も
、
そ
れ
以
後
の
/

〃
社
会
主
義
商
品
生
産
ン
噺 

値
法
則
"
論
と
区
別
さ
れ
る
、
こ
の
ス
タ
I
リ
ン
方
式
は
、
論
理
自
体
が
社
会
主
義
経
済
な
る
概
念
の
、
所
謂
狭
義
の
経
済
学
か
ら
導
き
出
さ
れ 

た
、
必
要
条
件
の
措
定
か
ら
す
る
現
爽
の
解
明
、
い
わ
ば
実
在
の
社
会
主
義
的
経
済
構
造
を
支
え
る
法
則
性
を
、経
済
構
造
の
フ
レ
ー
ム
構
犮
の
条 

刊
を
說
明
す
る
こ
と
で
解
明
し
ょ
う
と
す
る
限
界
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
.そ
の
立
論
さ
れ
た
時
点
の
も
つ
歴
史
的
限
界
で
も
あ
っ
た
こ
と 

は
現
的
誰
も
疑
う
^
！は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ス
タ_

リ
ン
説
に
対
す
る
一
九
五
六
年
以
降
の
批
判
は
、
生
産
物
の
一
部
商
品
説
が
全
面
商
品
説
に 

.転
化
し
た
と
い
う
こ
と
以
上
の
転
換
を
意
味
す
る
。

"価
値
法
則
"

は
生
産
手
段
の
私
的
所
有
と
は
全
く
関
係
な
く

成
立
し
う
る
概
念
、
す
な
わ 

ち
価
値
規
定
的
意
味
に
す
ぎ
な
く
な
り(

等
価
交
換
の
原
則)

、
更
に
労
働
力
の
社
会
的
配
分
の
機
能
を
果
す
役
割
を
担
う
、
社
会
主
義
経
済
の
再
生 

産
を
順
調
に
保
障
す
る
計
画
化
に
不
可
欠
の
軸

と

し
て
お
き
か
え
ら
れ
る
に
.至
っ
た
。(
価
値
法
則
の
実
在
が
逆
流
し
て
生
産
物
を
〃
商
品
"
と
し
、
"商
品

生
産
の
発
展
が
社
会
主
義
の
発
腿
の
指
標
と
も
い
わ
れ
る
に
至
り〈

フ
ル
シ
チ
3

フ〉

、
ま
さ
に
ス
タ
-
リ
ン
方
式
の
商
品
経
済
の
縮
小
が
社
会
主
謙
済
め
蠻

の
指

標

と

し
た
こ
と
と
対
比
さ
れ
お
ゎ
っ
た)

。
最

初

の

"商
品
生
産
と
価
値
法
則
"
の
容
認
は
、
-経
済
学
の
諸
問
題」

が
、
社
会
主
麗
済
を
歴
史
の
中
で
現 

実
に
建
設
す
る
に
当
り
、
私
的
所
有
の
根
源
的
揚
棄
に
伴
う
一
切
の
資
本
主
義
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
顚
倒
し
た
関
係
の
揚
棄
、
生
産
手
段
の
社 

会
化
と
労
働
時
間
を
^

_
と
す
る
生
産
物
交
換
な
ど
と
い
う
〃
命
題
"
に
と
ど
ま
れ
な
い
、
政
策
立
案
の
甚
礎
と
な
る
べ
き
、

い
わ
ば
〃
社
会 

主
義
経
済
自
体
の
理
論
"
形
成
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
蓮
本
的
に
は
、
社
会
主
義
経
済
学
の
課
題
と
し
て
、
し
か
し
こ
の
時
点
で
そ
れ 

は
、
お
く
れ
た
非
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
残
存
と
'
低
い
労
働
生
産
性
の
実
在
が
招
来
す
る
、
国
民
経
済
の
社
会
主
義
的
苒
生
産
^
造
の
確
立 

と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
重
工
業
優
先
政
策
の
蓄
積
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
実
現(

価
格
政
策
と
財
政
政
策)

の
課
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
社
会
主
義
的 

投
資
計
画Q

證

を

可
能
に
す
る

}
生̂
靡
造
の
確
立
と
後
進
性
の
脱
皮
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
本
来
的
な
社
会
主
義
的
労
働
支
出
計
算
の
体
系 

が
成
立
す
る
物
質
的
蕋
礎
が
形
成
さ
れ
、
課
題
は
当
然
、社
会
主
義
経
済
自
体
の
も
つ
固
有
な
社
会
的
労
働
支
出
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

追

求

と

な

り

、
 

そ
れ
が
、
/社
会
的
労
働
支
出
の
貨
幣
的
表
現
"
と
し
て
の
価
格
、
な
か
ん
ず
く
、
ホ
ズ
ラ
シ
チ
ョ
ー
ト
制
の
も
と
で
、
物
質
的
刺
激
の
要
素
を 

入
れ
た
、
_平
均
原
値
な
ら
ぬ(

特
定
部
門
の)

〃
原
価
水
準
"
算
定
よ
り
も
む
し
ろ
、
各
生
産
物
の
原
価
に
上
積
み
さ
る
べ
き
〃
剰
余
生
産
物
価
値
" 

部
分
の
大
い
さ
の
決
定
に
か
か
っ
て
き
た
。

こ
れ
ガ

/収
益
率
"
/利
潤
率
"
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
へ
の
焦
点
の
移
動
の
意
味
の
追
求
と
焦
点
の
移
動
そ
の
も
の
の
妥
当
性
を
認
め
る
こ
と 

と

矛

泯

"

r
學
に
お
け
る
資
本
主
義
後
退
論
の
是
否
と
は
直
接
的
に
全
く
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
.批
判
ニ
よ 

っ
て
ふ
っ
き
ら
れ
た
/佃
値
法
則
全
丽
容
認
"
説
以
後
の
〃
価
値
法
則
"
は
、
価
値
規
定
的
意
義
そ
の
も
の
で
あ
る
、
労
働
支
出
計
算
と
配
分
の 

原

贝

で

あ

る

。
袁
的
命
題
の
規
定
す
る
内
容
と
社
会
義

_

Q

_
を
、
し
か
も
お
く
れ
た
前
社
含
義

_

因
の
_

す
る
経
済
の
政 

策
立
案
の
基
礎
と
し
て
何
と
か
統
一
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
.『

諸
問
題』

の
、
商
品
生
産
と
価
値
法
則
と
生
産
関
係
の
関
係
の 

解
釈
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
ニ
つ
の
所
有
制
と
商
品
生
産
と
価
値
法
則
論
の
展
開
は
、
か
え
っ
て
資
本
主
義
経
済(

生
産
手
段
の
私
的
所
有
の
最 

も
：̂
展
し
た
H

)

と
社
ふk

主
.義
経

済(

y
会
的
生
産
力
の
発
展
が
剰
.余
生
産
物
を
.つ
く
り
出
し
た
時
か
ら
始
ま
っ
た
生
産
手
段
の
私
的
所
有
自
体
の
n

揚
棄)

の 

.

.社
会
主
義
経
済
に
お
け
る「

価
値」

•「

価
格」

と「

地
代」

㈡ 
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根
本
的
な
相
違
を
あ
い
ま
い
に
し
、
遂
に
全
面
商
品
説
と
い
う
形
で
、「

価

値

篇

」

の
持
つ
す
ぐ
れ
て
歴
史
的
な
義
を
、

生
産
、

分
配
、

消 

費
と
同
様
に
歴
史
を
賞
く
社
会
的
労
働
の
配

刀̂
と
い
う
〃
普
遍
的
"
概
念
に
お
き
か
え
る
襲
し
の
役
割
を
演
じ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で 

は
、
価
値
の
顛
倒
も
、
物
神
崇
拝
も
意
味
真
い
、「

狭
義
の
経
済
学」

樹
立
が
果
す
讓
も
消

滅

す

る
。

社
会
主
義
経
済
自
体
の
合
法
則
性
追 

求
の
刺
と
な
る
、
社

会

的

露

配

分Q

簾

•
価
格
形
成
原
則
論
で
使
用
さ
れ
る
〃
価
値
法
則

"
は
、
以
上Q

ょ
う
な

峻
別
さ
れ
た
意
味
で
使
肖 

さ
れ
ね
は
な
ら
な
い
し
、
又

麗

階

で

は

ノ

、、、
ナ
ル
な
混
同
が
憲
を
反
映
し
な
い
こ
と
の
璧
と
し
て
、
俩
値
論
富
体
か
ら
の
脱
皮
が
'、ハ
ラ 

ン
ス
価
格
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
"平
均
利
潤
"
を
原
価
に
上
積
み
し
た
〃
生
産
価
格
"
が
、
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
価
値
法 

則
が
自
ら
を
実
現
す
る
生
産
価
格
で
は
全
く
な
い
し
、
総
剰
余
生
産
物
価
値
を
機
能
投
資
額
に
関
速
さ
せ
て
原
価
に
加
え
る
メ

力

一

一

ズム
を
、
そ
 

の
メ
ヵ
-！
ス
ム
た
け
の
し
み
で
マ
ル
ク
ス
の
生
産

価
格
と
称
す
る
こ
と
も
又
、
極
め
て
皮
相
的
で
、
生
産

関
係
論
の
視
角
の

脱
落
が
誤
認
を
他
の 

面
で
引
き
お
こ
し
う
る
し
、
又
称
す
る
必
要
性
も
な
い
。(

社
会
主
麗
済
の
下
で
社
会
主
義
経
済
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
場
合
に
通
用
し
え
て
も
。
こ
れ
が
い 

わ
ゆ
る
社
会
主
義
経
済
学s

i
s
t

 

f

 

c
s

と
.マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

)

又
中
国
の
、
対
ソ

修
正
主
義
批
判
も
こ
の
点
と
麗
し
て
理
解 

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

研究ノ 一  卜

ア
メ
リ
ヵ
公
有
地
史
研
究
の
史
料
に

ついて

岡

田

泰

男

「

ヤ
シ
ュ
オ
、
今
週
は
何
を
勉
強
し
て
き
た
か
ね
。

」

と
い
ぅ

ゲ
イ
ッ
教
授
の 

大
き
な
声
が
、
今
で
も
ま
だ
聞
え
て
く
る
ょ
ぅ
な
気
が
す
る
。

コ
ー
ネ
ル
大
学 

に
留
学
し
た
ニ
力
年
半
の
間
、「

イ
リ
ノ
イ
中
央
鉄
道
と
そ
の
開
拓
事
業」

を 

は
じ
め
と
し
て
、
公
有
地
史
研
究
に
数
多
く
の
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
教
授
の
下 

で
勉
強
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
変
幸
せ
で
あ
っ
た
。

オ
ー
リ
ン
図
書 

館
内
の
研
究
室
で
の
、
週
一
回
の
個
人
指
導
の
時
間
は
、
辛
く
は
あ
っ
た
が
、
 

楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

か
っ
て
、
公
有
地
史
研
究
の
動
向
を
紹
介
し
た
際
に
述
べ
た
如
く
、(「

社
会 

経
済
史
学」

三
"T

卷
二
号)

公
有
地
の
処
分
と
そ
の
結
«

と
い
ぅ
問
題
が
、
最
も 

多
く
の
研
究
渚
を
ひ
き
っ
け
て
き
た
し
、
そ
の
傾
向
は
今
日
に
お
い
て
も
変
っ 

て
い
な
い
。
し
か
し
ノ
従
来
の
研
究
が
公
有
地
処
分
に
至
る
ま
で
の
過
程
、
あ 

る
V

は
公
有
地
政
策
の
変
遷
に
21
{

点
を
お
い
て
き
た
の
に
対
し
て
、
最
近
の
研 

究
が
公
有
地
処
分
後
の

^
態
に
焦
点
を
移
し
て
き
た
こ
と
は
、
注
百
さ
れ
な
け 

れ

は

な

ら

な

具

体

的

に
L

ぅ
な
ら
は
、

い
か
に
公
有
地
が
私
有
化
さ
れ
た 

か
、

に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
有
化
さ
れ
た
土
地
が
い
か
に
利
用
さ
れ
た
か
、
公
有 

地
を
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
取
得
•し
た
農
民
が
、
い
か
な
る
状
況
に
お
か
れ
た 

ア
メ
リ
カ
公
有
地
史
研
究
の
史
料
に
つ
い
て

か
、
と
い
う
点
に
関
心
が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
公
有
也
^
策 

が
経
済
成
長
を
促
進
さ
せ
て
い
た
か
否
か
、
と
い
う
問
題
が
し
ば
し
ば
論
議
さ 

れ
る
ょ
う
に
な
っ
て
き
た
。

か
か
る
研
究
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
、

い
か
な
る
史
料
が
存
在
し
、
そ
れ 

を
い
か
に
利
用
す
る
か
、
を
紹
介
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
刊
行
さ 

れ
た
史
料
と
し
て
は
、
速
邦
中
央
土
地
局General L

a
n
d
o
f
a
c
e

の
年
次
報 

告
、
国
会
議
事
録
お
ょ
び
各
委
員
会
の
報
告
書
、
法
令
集
を
は
じ
め
各
種
の
も 

の
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
実
情
の
っ
か
み
に
く
い
未
刊 

行

史

料(

マ
ニ
ュ
ス

ク

リ

プ

ト

)

を
中
心
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

公
有
地
処
分
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
連
邦
土
地
局
の
史
料
を
検
討 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
ヮ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
公
文
書
舘 

N
a
t

s-nal Archives 
及
び
内
務
省
土
地
管
理
局 B

u
r
e
a
u

 of 

ment. 

D
e
p
a
r
t
m
e
n
t

 

of 

the 

Interior

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
個
別 

研
究
の
場
合
に
は
、
郡
な
り
タ
ゥ
ン
シ
ッ
プ
な
り
を
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る 

こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
又
実
際
的
で
も
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
一
応
、
特
定
の

四
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